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安全な避難場所を確保するため

岡崎地域文化広場を）
指定緊急避難場所に指定しました

美合小学校は、大雨による洪水が発生し、浸水被害を受ける可能性があ ります。

そのため、美合小学校に避難すると、逆に危険になることがありますので、

大雨のときは避難しないようにしてください。

安全な避難場所として、岡崎地域文化広場を指定緊急避難場所に指定しました。

大雨のときは、緑丘小学校か岡崎地域文化広場へ避難するようお願いします。

指定緊急避難場所・指定避難所は、お住まいの学区に

関わらず、どなたでも最寄りの施設へ避難することが

できます。
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ご不明な点がございましたら、担当までお問い合わせください

岡崎市市民安全部防災課 防災対策係 (0564) 23-6766 



の血糖値は大丈夫あなた ？ 
～「太ってないから大丈夫」、それホント？（特定健診のススメ）～

回覧

非肥満※1でも8人に1人以上は高血糖※2が見つかります！ （岡崎市国民健康保険の

令和5年度特定健診結果より〕

非肥満高血糖者 肥邁高血糖者
の割合 の割合

岡崎市 10. 2%' 、 12~ .6%
愛知県 9. 2% 12. 1 % 
同規模自治体 8. 3% 10. 9% 

出典KDBシステムー・・・-・ .. ・・・・・・・--●●● -・・・・・・--・・ 

l※1非肥満：腹囲男性85cm未満女性90cm未満 l
l※2高血糖：空腹時血糖 110mg/dl以上、
i もしくはHbA1c6.0%以上 ！ 
-- ・・・・- -・—••一···--·ー・・-・・・・・・・・ --・・ 一・・・-・・一・・----・・・一••

岡崎市は、血糖値が高い

人の割合が高いね！

肥満でなくても血糖値が

高いかもしれないよ！

毎年健診を受けてチェック！！~· · • ↓、→,, ■'. ,-,--------- --一,_______ - -~---—. ----・ 一・- . -<ぶ●ヽ

岡崎市国民健康保険・後期高齢者医療制度加入のかたへ呻7年度版
■,?' 

で受けられます
30歳'"v64歳のかた （年齢は、RB.3. 31時点の年齢）

下記の会場で『集団特定健診』を実施します。いずれの日も受付時間は、午前9時30分---11時です。
各がん検診（対象年齢40歳以上・要予約）の受付時間は、予約時にご確認ください。
なお、 蜘鮫 流乞 夕c:市 一腎~~~翌餌rm噂陀餌町⑰直が一・ 嬌1~＿ありー一郎 。
大腸力、石検諺涌勺①百茨涌泡）の 法で受品してください。

［②特定健診と胃・肺・大腸がん検診を同日に受診｀

会場
特定健診 胃・肺・大腸がん検診 日程 備考| ※予約不要 ※要予約、有料

東「部む地ら域t交流センター 6月26fl (木） 6 月 29~( 日） 会場：岡崎市医師会公衆衛生センター
さきかん」 冒・腔•本腸がん捨診は有料

東部市民センター 9月12日（金） （予約制：先着順、各日定員30名）

大平市民センター 8月29日（金） 11月28日（金） 詳しくは、受診票と同封のお知らせ

額「こ田もセンターれびかん」 9月18日（木） 10月1日（水）
9月28S (日） をご覧ください。

65歳以上のかた

6月から[II別＿康＿童ー』が始まります ◆協力医療機関にて受診できます。
く注意点＞ ＊受診璽と同封の「お知らせ」で詳繍をa濯認のうえ、受鯵してください。

＊対象のかたには、 5月末に受診票を送付します。受診票がお手元にないかたは、担当I¥ご連絡ください。
（人間ドック・ミこドック健診申込者を除く）

＊受診日時点に岡崎市国民健康保険・後期高齢者医療制度に加入していることが必要です。

~ 悶!::~ :: ば::所国::::.~竺~:病支援係 iit畠悶悶旦：悶
＊岡崎市国民健康保険・後期高齢者医療制度以外にご加入のかたは、保険証の発行元へご確認ください。
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令和7年 6月吉日

学区の皆様

昭和51年度卒業生の皆様

岡崎市立美合小学校

校長 鈴木正統

昭和51年度卒業記念作品お受け取りのお願い（お知らせ）

麦秋の候 学区の皆様におかれましては、ますますご健勝のこととお喜び申

し上げます。日頃は、本校の教育活動にご理解とご協力を賜り、誠にありがとう

ございます。

本校では、現在、南舎の大規模改修工事を行っております。内装の改修に伴い、

長年、南舎の壁面に飾られていました、昭和51年度卒業生（現在61歳になら
れる方かと思います）の記念作品（木彫りの自画像）が取り外されました。卒業

生及びそのご家族の皆様にとっては、大切な思い出の品と存じます。

そこで、希望される方には、お受け取りいただきたく、以下のようにご案内申

し上げます。

記

1 日 時令和 7年 6月 9日（月） ,..._, 7月31日（木）の期間中の平日
8:30,..._,16:30 

2 場所美合小学校

※職員室にお越しください。作品保管場所にご案内します。

そこで、ご自分で探していただくことになります。

3 対象者 昭和51年度卒業生及びそのご家族

4 ご注意

※ご来校される場合は、事前にお電話いただけますと助かります。

※ご来校された方から、お申し出通りお渡しします。取り間違いがありまし

ても学校は責任を負いかねます。ご承知おきください。

※期日を過ぎても作品が残っている場合は、

こちらで処分させていただきます。
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（連絡先美合小学校教頭市川岸江電話 51-1020) 



岡崎市男女共同参画情報誌

｀ 
回覧

♦男女共同参画の視点からの防災

~ 

ヽ

届

災害による影響は性別や年齢などの社会的状況に
f 

よって異なり、特に女性や子ども、脆弱な状況にある人々がより多くの I 
影響を受けるとされています。東日本大震災をはじめとするこれまでの災害では、様々な意思決定過程への女性の参画 ＇ 
が十分に確保されす、女性と男性のニーズの違いなどが配慮されないといった即題が生じました。男女共同参画の視点を ＇ 
取り入れ、女性と男性のニーズの違いや多様性に配慮することは、災害時の性差による困難の解消や地域の災害対応力 9 
の強化につながつていきます。

（出典 ：内閣府男女共同参画局 「災害対応力を強化する女性の視点～男女共同参画の視点からの防災 ・復興ガイドライン～」） ： 

-~ -==---,;.~---.....~~~~,.:.;et,~ —-—---—-- -→一→一—-. . ・=-・ -' _J .... -=---~ --""-=-=-=-=-~------l 

．． 詞丘呈百紐温旦こここあ：こ 竺I
曲ヽ量訃＇饂 9哺乳瓶 痴つ 離乳食 おもちゃ くが｝

百〇-屈已◎ 〇．甕．告竺．竪．翌．竺．笠？．笠．空．竺~竺．竺竺．竺．竺 ．竺．？竺烹
••••• 全ての人が安心して遍難所生活を送れるように、安全対策として、照明の工夫や

夜間の見回りのほが、女性・子ともに向けだ専用スペースの確保や女性専用物干

し場の設置店どを推奨しています。

◎ 避難所運営Iさ男性が中心に行うイメージ村ありますが、い弁がでしよう弁？

~---------…--;;; 盃-;;ロ-;;;;;五石盃云ふ．：五、:--;~;;五心石・ぶ・玉ふ五
せ、多くの人ff遍難所遍営に参画できるように促しています。まだ、女性の要望
も把握できるよう、遍難所運営への女性の参画も求めています。
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防災課職員

様々店点で男女共同参画の視点力` 取し）入れられているんですね！市だけで店<、(O) .. •····· 烹．仔.:'.!巴.'.(、,!'!c空．三 ．ぞ．唖．り．唸．丸慧．な'!!.竺 ．空．甕．慈．翌笠．翌聾.'.!整．葱:

. ! 藍尻韮涵三五五豆iii~i;~'-員 l
----~ —-~-~-~- ~— ―~---~----ー一＿—-一—c~-~ ― —-— --------------」
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10月10日（木）・11日（金）に株式会社COREと

共催で、女性起業家の講演や融資店どの起業に役立

つ知識を学ぷセミ十ーを開催しました。

参加者が女性起業家に積極的に買問する姿が印

象的で、「自分を見つめ直すきっがけに店った」「起

業までの遍筋をイメージすることができた」等の感

想が寄せられました。

醤 阜ヽ

12月7日（土）に男性の家事・育児への参加を促

し、多文化還解を深めるだめ、市父さんと布子さん

で簡単なタイ料理fこ携戟す3講座を開催しました。

普段弁ら家事をしているお父さんも多く、敦力合

い店がらテキバキと料遅をこ店す姿tf印象的でし

だ。布子さんも翼文化に触れてとても楽しせつでし

た。参加者がらは「子ともといっしよに大好き厄夕

イ料理を作って食べることができ、大溝足だったJ

｀ 二文の化感も：;;.: ご；ご。経験を／〗

いろいろな“ぶうぶ”のマかだぢ
、/

::: ダ→戸-に~い~
ベ裂懃還担~翌塞～

告ー一=

12月14日（土）に、LGBTQについて正しく還解し

ていただくため、特定非営利活動法人カラフルフラ

ンケッツ還·長であり、大阪市ファ~I/ーシッフ制

IIを鋼1号で利用されている井上ひとみ氏を鯛鰤9こ

布招きし、当事者としての経験や想いなどを布話し

いだだきました。

参加奮ttらは、「当..(])方の気持ちや想いを知

~/.ALLY! こな3つと思った」「子ともtf当・書だっ

~ ~:; 親；；：れ味まご．四だ..~... , こなつだ」等

こ 聾 酉

2月8日（土）に、布子さまが主体と店つて、家族で

防災について彎える体験型セミ十ーを冥籍しまし

だ。冥順の災●で起こっだ性差Iこよ;31111題にも触れ

3ことで、舅女共問●轟・多憬性への配慮の視点も

学ひ客しだ。

•lll•ttらは「段ボールベッドの設■や非常貪づ

くりなどを通して、自分だちにもで!!;3ことlさね

のだと冥感でeだJ「子ともも楽しみながら学ぷこ

; ;;:、ら軍れ族；し彎だ~·いい機会と店ったj等の9

e
 



令和6年度 岡崎市男女共同参画推進事業所表彰
岡崎市男女共同参画推進事業所表彰とは、男女共同参画社会の更なる推進のため、女性の活躍やワーク・ライ
フ・バランス（仕事と生活の調和）の推進など、性別に関わりなく誰もが働きやすい職場づくりに積極的な事業所
を表彰する制度であり、平成30年度から実施しています。
令和7年3月128の「令和6年度岡崎市男女共同参画推進事業所表彰式」で、受賞事業所5社の代表者が市長か
ら表彰を受けました。

令和7年 4月からは、表彰に代わり、新たな認証制度「岡崎市多様な働き方推進事業者認証制度
（ウイズ認証）」の申請がスタートしました。

詳細はHPをこ覧ください。

〇 表彰事業所の取紺紹介0

『I店式会社粗圏砺 ＿ 

業種：製造業

所在地 ：岡崎市在家町字社□7
従業員： 78人（女性30人男性48人）｀ ●女性活躇推進やワーク・ライフ・バランス、ハラスメントに関する研修を実施している。

●性別、国籍、世代に関わらす、すべての従業員が活躍できるよう、社内
外の教育を実施している。

●従業員のスキルアップを支援するため、新入社員・階層別研修のほかに、
すべての従業員が年1回、全額会社負担で研修、講習を受けることができる。
●面談や改善提案制度などを通して従業員の意見を取り入れ、職場環境や
業務の改善に取り組んでいる。

に
●派遣従業員の正社員登用を積極的に実施しており、非正規従業員から正 -
規従業員になった従業員が11名（うち女性9名）在籍している。
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贔
近畿日本ツーリスト株式会社
三河支店

~ 
業種：旅行業 、母i
所在地：岡崎市康生通南3-11岡崎東ピル3階
従業員： 16人（女性8人男性8人）

●育児休業制度や短時問勤務制度について、法を上回る制度を整えてお
り、仕事と育児を両立しやすい環境となっている。

●キャリア形成を支援するため、 28~34歳の従業員に向け、キャリア研修
を実施している。

●通信教育講座の実施や受講奨励金制度、修学・留学などを目的とする休職
制度など、スキルアップできる環境を整備し、自己成長につなげている。

●テレワーク制度の導入や社員意識調査の実施、ハラスメント相談窓0の
設置などを行い、働きやすい職場環境の整備に取り組んでいる。

戸
フジケングルーブ

●男性社員のワーク・ライフ・パランス推進に力をいれており、配偶者の
出産休暇等の整備や男性の育児休業取得推進などに取り組んでいる。

●営業職に積極的に女性を登用するとともに、女性の幹部登用も行ってお
り、会社の中核部分で能力を発揮できる体制を整えている。

●年次有給休暇取得推進日の設定やハラスメント相談窓0の設置などを行
ぃ、働きやすい職場環境の整備に取り組んでいる。

●非正規社員から正社員への登用を行っている。また、出産等を理由に退
職した正社員をライフスタイルに合った形態で再雇用している。

.,, 

X 
業 種：霞設纂・不動産業・ホテル纂・サービス婁
所在地：岡崎市戸崎町字藤狭1番地9

｀ 
従業員： 456人（女性212人男性244人）

員
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ぢ"I有限会社三浦園芸
●女性が従事していなかった運搬作業員等に新たに女性を登用している。

●フレックスタイム制の導入や子どもとの同伴出勤など、柔軟な勤務体制

を整えることで、育児中の従業員も働きやすい環境となっている。

●ハラスメント防止のため社内相談窓口、社外相談窓口を設け、周知して

いる。

●業務に必要な資格取得に関する費用を会社で負担し、資格取得を支援し

ている。

に ●スキル管理ポードにより、各人の能力を見える化し、必要なサポートを

＾ 
、、` 受けられる体制を整備している。

、{

業 種：施設園芸 ｀ 
所在地：岡崎市牧平町字大門45番地

従業員： 52人（女性41人男性11人）

ご— • —. 
f叉ぷや~it~滋坦~,l、II,

¥ J ぷ｀ 必Aな-,.v ~、.f

如鳴 •. ..:.i, 

各ー 、 r 々 -::• t _._, ヽ
~ ~ ». 疇

n六ツ美養鶏加工協同組合 ~ 
業種：製造業 下因~'
所在地：岡崎市上青野町字城屋敷7番地

従業員： 93人（女性49人男性44人）
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務

の

能

ル

解

す

を

取

て

業

務

技

ァ

理

・

業

。

ュ

を

理

理
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許
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岡崎市からの新着情報•お知らせ

重ー叫猷罰叫翡NI疇~·州If.I~墨
一般社団法人日本テレワーク協会が主催する「テレワーク推進賞」は、 ICT (情報通信技術）を 、鯵f

'' 

活用して場所や時間にとらわれない柔軟な働き方を可能とするテレワークの導入や普及に貢献した
~ 
v Japan " 

企業・団体等を顕彰する表彰制度です。この度、岡崎市は「第25回記念テレワーク推進賞 普及貢 、9~Te'-orlc 、;
Award ,., 

献／ピジネス創出部門」において優秀賞を受賞しました。今後もテレワーカーの創出・育成を始め、
、、 2024I ヽ

多様なライフスタイルにあった就労環境の整備を地域の事業者と一緒に取り組んでいきます。 ~ 

BiB 
岡崎市では「テレワーク就労支援事業」として、テレ

ワーカーの育成、就労に繋げるための支援、環境整備を

行っています。本市における「女性活躍の推進」 「短時間

就労の雇用創出」 「中山間地域の振興」の各分野で抱える

課題解決にもつながる事業スキームを、官民連携等の手法

を用いて構築しました。本事業により、テレワーカーが継

続的に働ける環境を整え、ライフスタイルに合った就労に

繋げています。

~ -
蛇-~-~•7,;~
I—• 一、
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セミナーの実施

慶 匿＇ワークスベースの設置
::: 翌8検介索？画が掲載されています！ ＇’贋
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これからの社会を

生きる力を身に付けるために

”
 
re-
、‘‘

岡崎市長 内田 康宏 氏 欝
乙
川
沿
い
に
は
、
桜
の
花
が
咲
き
誇

り
、
歴
史
深
い
こ
の
岡
崎
の
地
に
、
今
年

も
ま
た
新
し
い
春
が
訪
れ
て
い
ま
す
。
小

中
学
校
で
は
、
新
入
生
た
ち
が
、
今
か
ら

始
ま
る
学
校
生
活
に
期
待
を
ふ
く
ら
ま
せ

て
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

さ
て
、
自
分
自
身
の
子
供
時
代
を
振
り

返
っ
て
み
る
と
、
私
が
半
世
紀
ほ
ど
前
に

受
け
た
義
務
教
育
は
、
現
在
と
は
随
分
違

う
も
の
で
し
た
。
ま
だ
戦
前
・
戦
中
の
価

値
観
も
少
な
か
ら
ず
残
っ
て
い
る
頃
で
あ

り
、
当
然
教
育
に
も
そ
う
い
っ
た
影
響
が

感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

教
育
の
あ
り
方
も
社
会
の
シ
ス
テ
ム
も

時
代
の
変
遷
と
共
に
移
り
変
わ
っ
て
ゆ
く

も
の
で
あ
り
ま
す
。
か
つ
て
、
当
た
り
前

と
さ
れ
、
「
愛
の
鞭
」
と
言
わ
れ
て
許
容
さ

れ
た
厳
し
い
指
導
よ
り
も
、
子
供
に
寄
り

添
つ
こ
と
が
中
心
の
教
育
と
な
り
ま
し
た
。

昔
の
教
育
が
、
管
理
教
育
と
し
て
批
判

さ
れ
、
子
供
の
個
性
や
自
主
性
の
尊
重
が

強
く
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
個
性
と
か
独
自
性
と
呼
ば
れ

る
も
の
が
、
真
に
価
値
あ
る
も
の
と
し
て

ヽ

~ ... -_j  

』
ヽ
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~ ~ 曾 ~i-... 
！ヽ

戸一

園―m ~ —土

発
現
し
て
く
る
た
め
に
は
、
当
然
の
こ
と

な
が
ら
そ
の
土
壌
と
な
る
べ
き
基
礎
知
識

や
経
験
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
多

様
な
人
々
が
混
在
す
る
社
会
の
中
で
生
き

て
ゆ
く
た
め
に
は
、
最
低
限
の
集
団
行
動

が
で
き
る
訓
練
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
そ

う
し
た
こ
と
を
、
「
個
人
の
自
由
」
の
名

の
も
と
に
す
べ
て
否
定
す
る
こ
と
に
疑
問

を
感
じ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

現
在
、
社
会
に
適
応
す
る
こ
と
が
難
し

い
と
感
じ
て
い
る
人
々
が
増
え
て
い
る
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。
学
校
と
家
庭
と
地
域

が
し

っ
か
り
と
連
携
し
、
こ
れ
か
ら
の
社

会
を
生
き
る
た
め
に
大
切
な
基
礎
的
基
本

的
な
力
を
、
今
こ
そ
身
に
付
け
さ
せ
て
い

く
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

ま
ず
は
、
す
べ
て
の
土
台
と
な
る
各
家

庭
に
お
け
る
基
本
的
な
社
会
的
マ
ナ
ー
の

指
導
、
あ
る
い
は
生
活
の
ル
ー
ル
に
つ
い

て
、
親
子
で
話
し
合
う
機
会
を
持
つ
こ
と

が
必
要
で
は
な
い
か
と
思
う
今
日
こ
の
頃

で
あ
り
ま
す
。

今
後
も
、
皆
様
の
生
活
を
支
え
、
家
庭

や
学
校
に
お
け
る
子
供
た
ち
の
健
全
育
成

を
推
進
す
る
市
政
を
進
め
て
ま
い
り
ま

す
。

そ
し
て
、
安
心
•
安
全
な
教
育
環
境
の

整
備

・
充
実
に
努
め
、
岡
崎
の
地
で
育
つ

子
供
た
ち
が
、
一
人

一
人
の
可
能
性
を
花

開
か
せ
て
、
「
持
続
可
能
な
社
会
の
創
り

手
」

と
し
て
大
き
く
成
長
す
る
こ
と
が
で

き
る
よ
ヽ
？
全
力
で
応
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

（
う
ち
だ
や
す
ひ
ろ
）

令和7年4月1日

4月号
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4月号 ふるさとシリーズーこの人に聞くー／羅針盤

落
語
家

桂

鷹

治

氏

落
ち
着
い
た
雰
囲
気
で
流
ち
ょ
う
に
語

る
姿
は
、
三
十
五
歳
と
い
う
若
さ
な
が
ら

も
聴
く
者
に
安
心
感
と
重
厚
感
を
も
た
ら

す
。
生
活
が
落
語
そ
の
も
の
と
な

っ
て
い

る
と
話
す
鷹
治
さ
ん
の
生
き
方
に
迫
る
。

ー
落
語
家
を
目
指
す
き
っ
か
け
は
ー

男
川
小
学
校
二
年
生
の
と
き
、
落
語
ク

ラ
プ
の
顧
問
の
先
生
に
「
四
年
生
に
な
っ

た
ら
来
な
さ
い
」
と
声
を
か
け
て
も
ら
っ

た
こ
と
で
す
。
同
居
し
て
い
た
祖
父
母
が

披
露
の
場
を
楽
し
み
に
し
て
く
れ
て
、
着

物
を
あ
つ
ら
え
て
く
れ
ま
し
た
。
大
勢
の

大
人
を
相
手
に
一
人
で
話
す
こ
と
は
、
緊

張
も
し
ま
し
た
が
、
お
客
様
に
笑
っ
て
も

ら
え
た
こ
と
が
う
れ
し
く
て
、
三
年
間
ク

ラ
プ
を
続
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

大
学
生
に
な
り
、
落
語
を
聞
い
て
い
っ

て
と
誘
わ
れ
た
こ
と
が
縁
で
落
語
研
究
会

に
入
り
ま
し
た
。
部
員
が
少
な
く
、
存
続

落
語
は
自
分
を
映
す
鏡

の
危
機
を
抱
え
て
い
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、

一
年
生
か
ら
部
長
を
任
さ
れ
、

地
域
の
イ

ベ
ン
ト
や
全
国
大
会
の
運
営
に
奔
走
し
ま

し
た
。「自
分
に
与
え
ら
れ
た
役
割
を
全
う

し
よ
う
」
と
取
り
組
む
中
で
、
多
く
の
方
々

と
交
流
で
き
た
こ
と
が
今
の
糧
に
な

っ
て

い
ま
す
。
い
ざ
就
職
を
考
え
た
と
き
、
人

と
の
縁
が
深
ま

っ
て
い
た
落
語
家
と
い
う

仕
事
が
し
た
い
と
思
い
ま
し
た
。
東
日
本

大
震
災
の
後
で
も
あ
り
、
両
親
か
ら
、
「
好

き
な
こ
と
を
し
て
生
き
る
の
が
い
い
の
で

は
な
い
か
」
と
後
押
し
さ
れ
、
師
匠
に
弟

子
入
り
す
る
こ
と
を
決
め
ま
し
た
。

ー
よ
り
よ
い
落
語
に
す
る
た
め
に
日
々
心

が
け
て
い
る
こ
と
は
ー

落
語
は
耳
と
頭
で
覚
え
ま
す
。
何
度
も

音
源
を
聞
い
て
、
文
字
に
起
こ
し
て
言
葉

の
意
味
を
調
べ
な
が
ら
自
分
の
も
の
に
し

て
い
き
ま
す
。
落
語
は
落
語
家
の
話
す
言

葉
か
ら
、
お
客
様
が
頭
の
中
に
状
況
を
描

い
て
楽
し
ん
で
も
ら
う
芸
で
す
。
だ
か
ら、

イ
ン
ト
ネ
ー
シ
ョ
ン
が
少
し
違
っ
た
だ
け

で
も
耳
に
留
ま
り
、
は
な
し
の
お
も
し
ろ

さ
が
伝
わ
ら
な
く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

な
る
べ
く
引
っ
か
か
り
が
な
く
聞
い
て
も

ら
え
る
よ
う
に
心
が
け
て
い
ま
す
。

ま
た
、
伝
統
を
現
代
風
に
変
え
て
い
く

こ
と
は
、
落
語
が
現
代
の
人
々
に
受
け
入

れ
ら
れ
る
た
め
に
も
大
事
な
こ
と
で
す
。

普
段
の
身
の
回
り
で
起
こ
っ
て

い
る
こ
と

は
、
落
語
の
演
目
に
似
て
い
る
こ
と
が
多

く
あ
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。
そ
う
思
う
の

は
、
機
微
を
感
じ
取
り
、
笑
い
を
見
出
す

生
き
方
に
な
っ
て
い
る
か
ら
で
す
。
し
か

し
、
古
典
落
語
は
江
戸
時
代
の
庶
民
の
生

活
を
題
材
に
し
て
い
ま
す
。
そ
の
世
界
観

が
崩
れ
す
ぎ
な
い
よ
う
に
気
を
つ
け
て
い

か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

ー
落
語
家
と
し
て
、
こ
れ
か
ら
大
切
に
し

て
い
き
た
い
こ
と
は
ー

入
門
し
て
十
二
年
経
ち
ま
す
が
、
学
生

の
こ
ろ
か
ら
関
係
が
続
い
て
い
る
落
語
家

の
方
が
多
く
い
ま
す
。
ま
た
、
「
落
語
が
好

き
だ
か
ら
も
っ
と
上
手
に
な
り
た
い
」
と

い
う
同
じ
志
を
も
っ
た
仲
間
も
多
く
い
ま

す
。
目
標
と
す
る
真
打
に
ふ
さ
わ
し
い
落

語
が
で
き
る
よ
う
に
、
自
分
の
技
術
を
高

め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

そ
の
た
め
に
、
先
輩
後
輩
に
関
係
な
く
、

上
手
な
人
の
落
語
を
舞
台
袖
か
ら
聞
く
よ

う
に
し
て
い
ま
す
。
「
こ
の
人
は
こ
う
や
る

が
、
自
分
な
ら
こ
う
や
る
」
と
分
析
す
る

こ
と
も
大
事
だ
と
思
う
か
ら
で
す
。
そ
し

て
、
自
分
の
感
覚
だ
け
に
頼
っ
て
し
ま
う

と
ど
こ
か
で

つ
ま
ず
く
の
で
、
自
分
を
客

観
視
す
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
落
語
を

通
し
て
、
自
己
表
現
で
き
る
よ
う
に
、
自

分
磨
き
を
続
け
て
い
き
ま
す
。

氏
名か
つ
ら
た
か
じ

（
高
木
陽
輔
）

生
年
月
日

平
成
元
年

六
月
二
十
二
日

出
身
校
男
川
小

ー
美
川
中

城
北
中
学
校
校
長

山

本

則

夫

「
定
貝
を
大
幅
に
超
え
て
い
ま
す
。
」

理
科
部
の
研
修
担
当
者
か
ら
連
絡
が
入
っ

た
。
冬
の
理
科
部
の
自
主
研
修
会
に
想
定

し
た
二
倍
以
上
の
希
望
者
が
集
ま

っ
た
。

理
科
部
と
し
て
は
嬉
し
い
悲
鳴
で
あ
る
。

O
E
C
D
の
調
査
で
日
本
の
小
中
学
校

教
員
は
世
界

一
の
長
時
間
労
働
で
あ
る
こ

と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
ま
た
、
教
員
の

多
忙
感
を
抱
く
理
由
の
ひ
と
つ
に
各
種
研

修
も
あ
り
、
か
つ
て
企
画
さ
れ
て
い
た
自

主
研
修
で
さ
え
削
減
・
縮
小
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
研
修
は
私
た
ち
教
育
公
務
貝
と

し
て
の
義
務
で
あ
り
、
働
き
方
改
革
と
は
、

別
問
題
で
あ
る
。
教
貝
の
業
務
が
精
選
さ

れ
、
時
間
が
生
み
出
さ
れ
た
今
、
研
修
は

む
し
ろ
充
実
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

他
国
の
教
師
の
研
修
に
目
を
転
じ
て
み

た
い
。
私
が
か
つ
て
ア
メ
リ
カ
で
共
に
働

い
た
教
師
は
、

長
期
休
業
中
に
、
自
費
で

教
科
の
専
門
性
を
高
め
る
た
め
の
研
修
に

参
加
し
た
り
、

大
学
の
修
士
課
程
の
プ
ロ

学
び
続
け
る
教
師
を
目
指
し
て

(2) 
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岡
崎
小
学
校
教

諭

立

石

安

祐

美

「
こ
れ
は
、
金
賞
の
出
来
だ
な
。
」

読
書
感
想
画
を
描
き
終
え
た
二
年
生
の

A
さ
ん
は
、
満
足
げ
に
そ
う
言
っ
た
。

A
さ
ん
に
は
、
一
年
生
の
と
き
か
ら
抱

い
て
い
る
夢
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
絵
を
描

く
会
で
金
賞
を
取
る
こ
と
だ
。
一
年
生
の

と
き
、
友
達
の
絵
に
貼
ら
れ
て
い
た
金
紙

を
見
て
、
「
次
こ
そ
、
金
賞
を
取
る
」
と
目

を
輝
か
せ
な
が
ら
話
し
て
い
た
。
そ
れ
を

聞
い
た
私
の
心
の
中
に
は
二
つ
の
思
い
が

生
ま
れ
た
。
「
目
標
に
向
か
っ
て
ま
っ
す
ぐ

頑
張
ろ
う
と
す
る
姿
は
素
敵
だ
。
応
援
し

た
い
」
と
い
う
思
い
と
「
た
と
え
金
賞
を

取
れ
な
く
て
も
、
熱
中
し
て
描
く
楽
し
さ

に
気
づ
い
て
ほ
し
い
」
と
い
う
思
い
だ
。

A
さ
ん
が
、
二
年
生
の
読
書
感
想
画
で

最
初
に
描
い
た
下
絵
は
、
登
場
人
物
が
横

一
列
に
描
か
れ
て
い
た
も
の
だ
っ
た
。

「
A
さ
ん
、
こ
の
場
面
で
一
番
大
き
く
描

き
た
い
も
の
は
あ
る
。
」

A
さ
ん
の
絵
を
動
き
の
あ
る
も
の
に
す

ま
っ
す
ぐ
取
り
組
む
心

~ 
る
た
め
に
、
私
は
そ
う
尋
ね
た。

「
魔
女
か
な
。」

理
由
を
尋
ね
る
と
、
大
き
く
描
い
て
、

怖
さ
を
表
現
し
た
い
と
の
こ
と
だ
っ
た
。

A
さ
ん
は
、
画
用
紙
の
三
分
の
一
く
ら
い

の
大
き
さ
で
魔
女
の
顔
を
描
き
直
し
た
。

そ
の
後
、
友
達
の
下
絵
か
ら
さ
ら
に
エ

夫
で
き
る
と
こ
ろ
を
見
つ
け
て
ほ
し
い
と

思
い
、
互

い
に
下
絵
を
見
合
う
機
会
を
設

け
た
。
す
る
と
、

A
さ
ん
は
、
魔
女
の
顔

を
逆
さ
ま
に
描
き
直
し
て
い
た
。

「
す
ご
い
。
逆
さ
ま
だ
。
ど
う
し
て
逆
さ

ま
に
し
よ
う
と
思
っ
た
の
。
」

「
B
さ
ん
の
絵
を
見
た
ら
ね
、
コ
ン
ド
ル

に
魔
女
が
負
け
た
と
き
の
顔
を
逆
さ
ま
に

描
い
て
い
た
の
。
だ
か
ら
、
や

っ
て
み
た
。」

「
す
ご
く
い
い
。
大
き
い
か
ら
迫
力
が
あ

る
ね
。
」
A
さ
ん
は
、
満
面
の
笑
み
を
浮
か
べ
な

が
ら
、
「
今
ま
で
で
一
番
い
い
絵
に
な
る
よ
う
な

気
が
す
る
。」

と
言
っ
て
、
黙
々
と
、
下
絵
を
仕
上
げ
て

い
っ
た
。

一
通
り
色
を
塗
り
終
え
る
と
、

A
さ
ん

が
元
気
よ
く
尋
ね
て
き
た
。

「
先
生
、
ど
う
。
」

「
上
手
に
塗
れ
た
ね
。
も
っ
と
か
っ
こ
い

い
コ
ン
ド
ル
に
す
る
た
め
に
、
羽
の
黒
色

を
濃
く
塗
れ
る
と
い
い
ね
。
」

普
段
、

A
さ
ん
は
す
ぐ
に
色
塗
り
を
終

わ
ら
せ
て
し
ま
う
。
隙
間
な
く
丁
寧
に
塗

れ
ば
、

A
さ
ん
の
思
い
に
近
づ
く
。
そ
し

I 
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て
、
一
人
一
人
の
登
場
人
物
に
こ
だ
わ
っ

て
ほ
し
い
と
考
え
、
そ
う
助
言
し
た
。
す

る
と
、

A
さ
ん
は
、

真

っ
黒
に
羽
を
塗
り

上
げ
た
。

「
先
生
、
も
っ
と
よ
く
で
き
る
と
こ
ろ
は

あ
る
。」

私
に
何
度
も
確
認
し
な
が
ら
、

真
剣
な

表
情
で
、
根
気
強
く
絵
を
仕
上
げ
て
い
っ

た
。
完
成
し
た
絵
は
、

A
さ
ん
の
思
い
が

た
く
さ
ん
詰
ま
っ
た
も
の
と
な
っ
た
。

「
こ
れ
は
、
金
賞
の
出
来
だ
な
。」

そ
う
言
っ
た
A
さ
ん
は
続
け
て
、

「
先
生
、
絵
っ
て
楽
し
い
ね
。
次
も
早
く

描
き
た
い
。
こ
の
逆
さ
ま
に
描
い
た
魔
女
、

最
高
だ
よ
ね
。」

「
そ
う
だ
ね
。
逆
さ
ま
も
す
ご
い
し
、
諦

め
ず
に
黒
を
塗
り
切
っ
た
の
も
す
ご
い
。

よ
く
頑
張
っ
た
ね
。」

私
が
答
え
る
と
、

「
そ
う
で
し
ょ
う
。」

と
誇
ら
し
げ
に
言
っ
て
、
去
っ
て
い
っ
た
。

そ
の
充
実
感
あ
ふ
れ
る
背
中
に
、
私
も
な

ん
だ
か
う
れ
し
い
気
持
ち
に
な
っ
た
。

グ
ラ
ム
を
受
講
し
た
り
し
て
上
位
の
学
位

取
得
に
取
り
組
ん
で

い
た
。
彼
ら
の
専
門

分
野
に
対
す
る
プ
ロ
意
識
は
、
非
常
に
高

く
、
自
分
に
と
っ
て
有
益
な
研
修
へ
の
参

加
に
多
忙
感
は
な
い
。
も
ち
ろ
ん
家
族
と

ゅ
っ
た
り
と
過
ご
す
こ
と
も
忘
れ
な
い
。

若
手
の
先
生
か
ら
教
材
や
指
導
方
法
に

つ
い
て
質
問
を
受
け
る
こ
と
が
あ
る
。
私

が
こ
れ
ま
で
培
っ
た
も
の
を
伝
え
た
い
と

張
り
切
る
が
、
何
か
が
違
う
。
昭
和
、
平

成
、
令
和
と
時
代
は
流
れ
、
教
育
環
境
が

一
変
し
た
。
タ
プ
レ
ッ
ト
、
電
子
黒
板
等
、

I
C
T
を
駆
使
し
た
授
業
は
当
た
り
前
と

な
っ
た
。
私
自
身
の
教
材
観
、
指
導
観
の

ァ
ッ
プ
デ
ー
ト
が
必
要
で
あ
る
こ
と
に
気

付
く
。
し
か
し
、
教
師
が
夢
中
に
な
っ
て

教
材
を
研
究
し
、
練
り
上
げ
た
授
業
は
、

耀
き
を
失
わ
な
い
の
は
、
今
も
昔
も
変
わ

ら
な
い
。
教
師
に
と
っ
て
か
け
が
え
の
な

い
宝
物
と
な
る
。

四
月
の
第
一
回
職
員
会
、
「
教
師
は
、
新

任
も
ペ
テ
ラ
ン
も
教
え
る
こ
と
の
プ
ロ
。

自
分
の
特
技
は
授
業
で
す
と
、
胸
を
張
っ

て
言
え
る
よ
う
に
」
と
、
職
員
と
自
分
へ

向
け
て
第
一
声
を
発
す
る
。
私
た
ち
を
取

り
巻
く
社
会
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
、
情
報
化

は
さ
ら
に
加
速
し
て
い
る
。
そ
れ
に
合
わ

せ
て
教
育
を
巡
る
状
況
も
刻
々
と
変
化
し

て
い
る
。
教
師
自
身
も
た
ゆ
み
な
く
知
識

技
能
の
刷
新
に
努
め
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

教
師
を
終
え
る
そ
の
瞬
間
ま
で
学
ぴ
続

け
る
教
師
で
あ
り
た
い
。

(3) 
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一岡
崎
の
教
育
が
目
指
す
も
の

一

教
育
の
目
的
は
、
教
育
基
本
法
第
一
条
に

示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
「
人
格
の
完
成
」
で

あ
る
。
さ
ら
に
、
同
法
第
二
条
の
中
に
は
、

教
育
の
目
標
と
し
て
、
「
幅
広
い
知
識
と
教
贅

を
身
に
付
け
、
心
理
を
求
め
る
態
度
を
贅
い
、

豊
か
な
情
操
と
道
徳
心
を
培
う
と
と
も
に
、

健
や
か
な
身
体
を
養
う
こ
と
」
と
あ
る
。

つ
ま
り
、
学
校
教
育
に
は
、
子
供
が
人
と

し
て
生
涯
に
渡
り
、
心
豊
か
で
、
力
強
く
生

き
抜
く
た
め
の
基
盤
と
な
る
能
力
を
育
成
す

る
こ
と
、
言
い
換
え
れ
ば
、
知
・
徳
・
体
の

調
和
の
と
れ
た
、
感
性
豊
か
な
人
間
形
成
を

図
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

そ
の
た
め
に
は
、
教
師
の
子
供
の
幸
せ
を
厠

う
強
い
思
い
と
人
間
形
成
へ
の
情
熱
が
不
可

欠
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

特
に
、
令
和
七
年
度
の
学
校
教
育
の
指
導

の
重
点
と
し
て
、
次
の
三
点
を
示
す
。
各
校

の
教
育
実
践
の
基
盤
と
し
た
い
。

0
学
ぷ
楽
し
さ
を
実
感
し
、
深
く
考
え
、

学

ぴ
萩
け
る
た
め
の

「
確
か
な
学
力
」
を
育

む
教
育
の
推
進

(
）命
の
尊
さ
や
ふ
る
さ
と
の
大
切
さ
を
自
覚

し
、
共
に
生
き
る
た
め
の

「
豊
か
な
心
」

を
育
む
教
育
の
推
進

O
体
を
動
か
す
楽
し
さ
を
体
感
し
亀
た
く
ま

し
く
生
き
る
た
め
の
「
健
や
か
な
体
」
を

育
む
教
育
の
推
進

一言
葉
と
背
中
で
子
供
を
導
く
岡
崎
の
教
師
一

子
供
に
と

っ
て
保
護
者
は
最
も
身
近
な
存

在
で
あ
り
、
心
身
の
発
達
に
大
き
な
役
割
を

担

っ
て
い
る
。
た
だ
、

学
校
で
イ
供
と
多
く

の
時
間
を
過
ご
す
教
師
の
口
動
は
、
時
と
し

て
保
護
者
以
上
に
子
供
の
未
来
に
影
響
を
か

え
る
。
教
師
の
仕
事
の
醍
醐
味
は
こ
こ
に
あ

る
と
同
時
に
、
そ
の
責
任
は
重
い
。
故
に
岡

崎
の
教
師
は
、
目
の
前
の
子
供
の
心
に
常
に

寄
り
派
い
、
い
か
に
そ
の
成
長
を
促
す
か
悩

み
、
試
行
錯
誤
し
な
が
ら
熱
心
に
教
育
活
動

に
取
り
組
ん
で
き
た
の
で
あ
る
。

休
み
時
間
に
逍
動
場
に
飛
び
出
し
て
い
く

子
供
を
見
送
り
つ
つ
、
教
＊
で

一
人
で
過
ご

そ
う
と
す
る
子
供
に
寄
り
派
っ
て
山
を
か
け

る
教
師
。
友
達
と
の
か
か
わ
り
が
苦
手
な

f

供
の
得
意
な
こ
と
を
見
抜
き
、
周
り
の
友
達

に
紹
介
し
、
自
信
を
も
っ
て
泊
動
で
き
る
よ

う
配
慮
す
る
教
師
。
そ
れ
ら
i

つ
i

つ
の
愛

情
あ
る
か
か
わ
り
の
中
で
、
f
供
は
自
ら
の

成
長
の
糧
を
得
て
い
く
。

本
年
度
、
新
た
に

H
人
を
超
え
る
新
規
採

用
者
を
仲
間
に
迎
え
．
約
二
千
口
百
人
の
教

員
が
教
壇
に
立
つ
こ
と
に
な
る
c

そ
の

一
人

一
人
の
教
員
の
愛
情
の
結
集
に
期
待
し
た
い
。

ま
た
、
私
た
ち
は
子
供
に
と

っ
て
か
け
が
え

の
な
い
存
在
に
な
る
ぺ
く
研
鑽
に
努
め
、
自

身
の
資
質
・
能
力
を
向
上
さ
せ
、

教
育
に
情

熱
を
注
ぎ
こ
む
集
団
で
あ
り
た
い
。

一岡
崎
が
道
め
る
三
つ
の
教
育
改
革
一

現
在
、
教
育
界
は
大
き
な
改
革
の
流
れ
の

中
に
あ
る
。
岡
崎
の
教
育
も
例
外
で
は
な
い
“

岡
崎
の
教
育
が
目
指
す
も
の
を
見
据
え
．
次

の
三
つ
の
教
育
改
革
を
確
実
に
進
め
た
い
し

①

「学
び
方
改
革」

憲
法
第
二
十
六
条
で
、
す
ぺ
て
の

f
供
に

は
学
ぷ
権
利
が
あ
る
と
し
、
親
に
は
教
村
を

受
け
さ
せ
る
義
務
を
負
う
こ
と
を
定
め
．
花

務
教
育
を
無
償
と
し
て
い
る
，，

そ
の
罵
償
化

さ
れ
た
小
中
学
校
は
、
子
供
の
学
ぷ
権
利
を

(4) 
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保
障
す
る
こ
と
は
自
明
の
理
で
あ
る
。

子
供
に
は
個
性
が
あ
る
。
そ
の
す
べ
て
の

子
供
の
学
ぶ
権
利
を
保
障
す
る
こ
と
は
、
か

な
り
の
困
難
を
伴
う
と
考
え
ら
れ
る
。
少
な

く
と
も
教
師
主
導
型
の
一
斉
授
業
を
展
開
し

て
い
て
は
不
可
能
で
あ
る
。

子
供
は
、
目
の
前
に
砂
場
が
あ
れ
ば
、
砂

山
を
作
り
ト
ン
ネ
ル
を
掘
り
始
め
る
。
近
く

に
水
が
あ
れ
ば
、
そ
れ
を
少
し
流
し
、
川
に

見
立
て
て
遊
び
始
め
る
。
友
達
が
加
わ
れ
ば
、

協
力
し
合
っ
た
り
、
競
い
合
っ
た
り
す
る
。

こ
の
よ
う
に
本
来
、
子
供
は
主
体
的
で
対
話

的
で
深
く
学
ぶ
も
の
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な

学
び
を
、
各
校
の
授
業
で
実
現
し
た
い
。

本
市
で
は
そ
の
手
立
て
と
し
て
、
子
供
に

学
び
を
委
ね
、
四
人
の
チ
ー
ム
隊
形
を
作
り
、

教
師
は
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
と
し
て
子
供
の

学
び
を
支
え
、
広
げ
、
つ
な
げ
る
役
割
を
果

た
す
チ
ー
ム
学
習
を
進
め
て
い
る
。

令
和
二
年
度
の
細
川
小
、
額
田
中
の
研
究

発
表
会
で
そ
の
モ
デ
ル
が
提
示
さ
れ
た
。
そ

の
後
、
毎
年
プ
ラ

ッ
シ

ュ
ア
ッ
プ
さ
れ
、
昨

年
度
ま
で
に
、
ほ
ぽ
す
べ
て
の
学
校
で
チ
ー

ム
学
習
が
取
り
入
れ
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、

令
和
の
教
育
の
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
な
授
業
の
形

に
な
り
つ
つ
あ
る
。
し
か
し
、
一
っ
―
つ
の

授
業
を
見
る
と
、
そ
の
理
念
が
教
員
に
浸
透

し
き
っ
て
い
る
か
と
い
え
ば
十
分
で
は
な

い
。
子
供
に
学
び
を
委
ね
る
の
で
は
な
く
、

実
は
放
置
し
て
い
た
り
、
チ
ー
ム
学
習
を

チ
ー
ム
で
話
し
合
う
こ
と
と
誤
認
し
た
り
し

て
い
る
授
業
を
見
る
こ
と
が
あ
る
。

こ
れ
ま
で
取
り
組
ん
で
き
た
チ
ー
ム
学
習

を
核
と
し
た
授
業
改
善
を
さ
ら
に
進
め
、
す

べ
て
の
子
供
の
学
び
を
保
障
し
た
い
。

【
重
点
努
力
目
標
】

・
チ
ー
ム
学
習
を
核
に
、
個
別
最
適
な
学
び

と
協
働
的
な
学
び
の
充
実
を
図
る
。

•
特
別
活
動
を
活
用
し
た
自
主
的
で
協
働
的

な
学
び
、
総
合
的
な
学
習
を
活
用
し
た
探

究
的
な
学
び
を
推
進
す
る
。

・
小
学
校
に
お
い
て
教
科
担
任
制
を
取
り
入

れ
、
教
科
の
見
方
や
考
え
方
を
使
っ
た
学

び
の
深
化
を
図
る
。

・
リ
ア
ル
な
学
び
を
支
え
る
デ
ジ
タ
ル
教
科

書
や
電
子
黒
板
を
活
用
し
た
授
業
実
践
の

研
究
を
進
め
る
。

②
「
子
供
支
援
改
革
」

三
十
四
万
六
千
四
百
八
十
二
人
。

こ
れ
は
令
和
六
年
秋
、
文
部
科
学
省
が

公
表
し
た
令
和
五
年
度
の
小
中
学
生
の
不
登

校
者
数
で
あ
る
。
実
に
こ
の
四
年
間
で
約

十
五
万
人
増
加
し
て
お
り
、
一
部
の
学
校
で

は
全
校
の
子
供
の
数
の
十
％
に
も
及
ぶ
と
こ

ろ
が
あ
る
。
ま
さ
に
、
危
機
的
状
況
で
あ
る
。

一
方
、
本
市
は
こ
の
状
況
を
機
敏
に
察
知

し
独
自
の
対
応
を
し
て
き
た
。
そ
の
核
と
な

る
施
策
が
校
内
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル

F
組
の
開

設
で
あ
る
。

F
組
の
理
念
の
浸
透
に
よ
り
、

長
期
欠
席
の
子
供
が
学
校
に
通
い
始
め
、
ま

た
、
そ
の
広
が
り
に
よ
り
新
規
の
長
期
欠
席

者
数
を
抑
え
る
こ
と
が
で
き
た
。

「
制
度
や
仕
組
み
そ
の
も
の
が
人
を
救
う

の
で
は
な
く
、
そ
こ
に
携
わ
る
人
そ
の
も
の

の
人
間
性
、
人
生
観
、
人
と
し
て
の
温
か
さ

が
救
う
の
で
あ
る
」
と
い
う
考
え
を
私
た
ち

は
大
切
に
し
て
い
る
。
家
庭
事
情
や
友
人
関

係
な
ど
か
ら
困
り
感
を
抱
え
、
生
き
る
こ
と

に
不
安
を
覚
え
る
子
供
が
増
加
し
て
い
る
。

生
徒
指
導
提
要
で
も
示
さ
れ
て
い
る
発
達
支

持
的
生
徒
指
導
の
考
え
や

F
組
の
理
念
の
浸

透
は
、
長
期
欠
席
で
困
っ
て
い
る
子
供
た
ち

に
限
ら
ず
、
在
籍
し
て
い
る
子
供
た
ち
す
べ

て
に
還
元
さ
れ
る
こ
と
で
、
学
校
が
貴
重
な

居
場
所
に
な
る
と
確
信
し
て
い
る
。
本
年
度

も
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
や
ス

ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
事
業
等
、
子
供
を
支

え
る
制
度
の
充
実
を
図
っ
て
い
く
。

【
重
点
努
力
目
標
】

・
中
学
校
二
十
校
と
小
学
校
五
校
に
設
置
し

た
校
内
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル

F
組
、
中
学
校

十
校
に
設
置
し
た
夜
間
学
級

S
組
を
効
果

的
に
運
用
す
る
。

•
い
の
ち
の
教
育
を
推
進
す
る
と
と
も
に

、

ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
や
臨
床

心
理
士
と
の
連
携
強
化
を
進
め
、

子
供
に

と
っ
て
学
校
が
安
心
で
き
る
場
に
な
る
よ

う
に
す
る
。

・
ス
ト
ッ
プ

・
ザ
・
い
じ
め
ア
ク
シ
ョ

ン
プ

ラ
ン
の

P
D
C
A
サ
イ
ク
ル
を
図
り
、
い

じ
め
の
未
然
防
止
と
的
確
な
対
応
を
と
る
。

・
プ
レ
ク
ラ
ス
の
活
用
を
進
め
、
外
国
人
児

童
生
徒
へ
の
指
導
・
支
援
を
充
実
す
る
。

③
「
部
活
動
改
革
」

令
和
二
年
秋
、
文
部
科
学
省
よ
り
、
「
学
校

の
部
活
動
を
地
域
に
移
行
す
る
」
と
い
う
大

方
針
が
示
さ
れ
た
。
半
世
紀
を
超
え
て
教
師

が
中
心
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
き
た
部
活
動

は
、
こ
れ
ま
で
大
き
な
教
育
的
役
割
を
果
た

し
て
き
た
。
今
や
日
本
全
国
に
広
が
り
、
貴

‘

重
な
イ
ン
フ
ラ
と
も
言
え
る
部
活
動
、
岡
崎

市
の
中
学
生
約

一
万
千
人
が
関
わ
る
部
活
動

を
地
域
に
移
行
す
る
に
は
大
き
な
混
乱
が
予

想
さ
れ
た
。

そ
こ
で
、
本
市
で
は
「
岡
崎
市
立
中
学
校

地
域
ブ
ロ

ッ
ク
部
活
動
岡
崎
モ
デ
ル
一
＿
一段
階

プ
ラ
ン
」
を
立
案
し
た
。
昨
年
度
ま
で
に

ア
ー
チ
ェ
リ
ー
、
弓
道
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
、

ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
が
地
域
プ
ロ

ッ
ク
化
さ
れ
て

い
る
。
地
域
プ
ロ
ッ
ク
化
さ
れ
た
部
活
動
は
、

活
動
の
時
間
が
夜
に
な
っ
た
り
、
場
所
が
公

共
施
設
に
な
っ
た
り
、
企
業
の
方
が
指
導
に

加
わ
っ
た
り
す
る
な
ど
、
移
行
が
着
実
に
進

ん
で
い
る
。
ま
た
、
教
職
員
が
兼
職
兼
業
の

仕
組
み
を
活
用
し
、
自
分
の
得
意
な
競
技
を

教
え
る
こ
と
も
始
ま
っ
て
い
る
。

本
年
度
夏
に
は
、
い
よ
い
よ
す
べ
て
の
部

活
動
を
地
域
プ
ロ
ッ
ク
化
す
る
予
定
で
あ
る
。

こ
れ
で
三
段
階
プ
ラ
ン
の
第

一
段
階
「
子
供

の
活
動
の
地
域
移
行
」
が
終
了
し
、
第
二
段

階
「
活
動
場
所
の
地
域
移
行
」
に
入
る
。

近
い
将
来
、
子
供
が
希
望
し
た
部
活
動
に

入
り
、
教
師
が
希
望
す
る
部
活
動
で
や
り
が

い
を
も

っ
て
指
導
で
き
る
よ
う
に
な
る
こ
と

を
目
指
し
て
い
る
。
岡
崎
の
教
師
の
力
で
、

持
続
発
展
可
能
な
形
で
部
活
動
の
地
域
移
行

を
実
現
し
た
い
。

【
重
点
努
力
目
標
】

・
中
学
校
部
活
動
に
お
い
て
、
「
子
供
の
活
動

の
地
域
移
行
」
を
確
実
に
行
い
、
第
二
段

階
「
活
動
場
所
の
地
域
移
行
」
を
円
滑
に
移

行
で
き
る
よ
う
取
組
を
強
化
す
る
。

・
現
職
の
教
職
員
の
兼
職
兼
業
に
よ
る
部
活

動
指
導
員
の
確
保
を
進
め
る
。

・
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ

・
ス
ク
ー
ル
の
仕
組
み
等

を
活
用
し
た
小
学
校
部
活
動
の
今
後
の
在

り
方
に
つ
い
て
の
検
討
を
進
め
る
。

こ
れ
ら
の
大
改
革
の
推
進
の
た
め
に
、
岡

崎
の
教
師
の
力
の
結
集
を
ぜ
ひ
お
願
い
し
た

い
。
そ
し
て
「
岡
崎
の
令
和
型
教
育
」
の
姿

を
構
築
す
べ
く
、
創
造
と
挑
戦
の
心
を
大
切

に
取
り
組
み
た
い
。

未
来
を
拓
き
、
次
代
を
生
き
る
子
供
た
ち

の
資
質
・
能
力
を
育
て
る
た
め
に
。

(5) 



4月号
お知らせ

一●
教
育
関
係
懺
関

、．

一

◆
岡
崎
市
総
合
学
習
セ
ン
タ
ー

0
教
育
研
究
所

m教
育
図
書
室

学
習
指
導
案
の
閲
覧
、
固
書
資

料
の
貸
出
し
、
学
芸
会
等
の

D
V

D
資
料
の
視
聴
が
で
き
る
。

②
教
育
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

教
育
に
関
す
る
様
々
な
こ
と
に

つ
い
て
の
相
談
が
で
き
る
。

③
学
校
運
営
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

学
校
運
営
に
つ
い
て
の
相
談
が

で
き
る
。

◆
岡
崎
市
教
育
相
談
セ
ン
タ
ー

教
育
相
談
部
門
と
通
所
・
登
校

支
援
部
門
、
福
祉
的
支
援
部
門
が

あ
る
。

①
教
育
相
談
部
門
に
は
、
「
そ
よ

か
ぜ
相
談
室
」
が
あ
る
。

0
そ
よ
か
ぜ
相
談
室

就
学
支
援
•
特
別
支
援
教
育
、

い
じ
め
や
長
期
欠
席
等
に
関
す

る
支
援
を
し
て
い
る
。
相
談
を
す

る
場
合
は
、
電
話
予
約
が
必
要
と

な
る
。
そ
の
後
、
通
所
し
、
臨
床

日冒..―― 

』
-

E
,
 
心
理
士
や
相
談
員
と
相
談
す
る
。

ま
た
発
達
障
が
い
の
専
門
家
（
大

学
教
授
等
）
が
巡
回
相
談
を
行
っ

て
い
る
。

③
通
所
・
登
校
支
援
部
門
に
は
、

長
期
欠
席
児
童
生
徒
教
育
支
援

セ
ン
タ
ー
「
ハ
ー
ト
ビ
ア
岡
崎
」

が
あ
る
。

0
ハ
ー
ト
ビ
ア
岡
崎
（
竜
美
・
上
地
）

長
期
欠
席
や
、
そ
の
傾
向
の
あ

る
子
供
が
学
校
へ
の
復
帰
や
社

会
的
自
立
を
目
指
し
て
通
所
し
、

指
導
員
や
ハ
ー
ト
ピ
ア
専
属
の

臨
床
心
理
士
に
よ
る
支
援
を
受

け
る
。
通
所
に
つ
い
て
は
、
学
校

を
通
し
て
手
続
き
を
進
め
る
。

③
福
祉
的
支
援
部
門
に
は
ス
ク
ー

ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
を
配
置

し
て
お
り
、
令
和
七
年
度
も
、
十

名
を
継
続
配
置
す
る
。

0
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー

子
供
が
置
か
れ
て
い
る
環
境

や
、
抱
え
て
い
る
課
題
を
踏
ま
え
、

関
係
機
関
と
の
連
携
・
調
整
や
支

援
を
行
う
。
福
祉
や
教
育
に
精
通

し
た
社
会
福
祉
士
や
教
員
O
B
が

対
応
す
る
。

◆
日
本
語
初
期
指
導
教
室
「
希
望
」

（
プ
レ
ク
ラ
ス
）

岡
崎
市
内
の
小
中
学
校
に
編

入
学
、
転
入
学
し
て
く
る
日
本
語

教
育
を
必
要
と
す
る
児
童
生
徒

は
増
加
傾
向
に
あ
る
。
そ
れ
に
伴

い
小
学
生
（
四
年
生
以
上
）
・
中

学
生
を
対
象
と
し
た
日
本
語
初

期
指
導
教
室

「希
望
』
（
通
称
プ

レ
ク
ラ
ス
）
を
南
中
学
校
内
に
開

設
し
て
い
る
。

プ
レ
ク
ラ
ス
で
は
、
学
校
生
活

に
な
か
な
か
馴
染
め
な
い
日
本

語
指
導
が
必
要
な
児
童
生
徒
が
、

安
心
し
て
日
本
の
学
校
に
通
う

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、
初
期
段

階
の
日
本
語
の
習
得
や
日
本
文

化
へ
の
適
応
を
図
る
こ
と
を
目

指
し
て
い
る
。

l
．

表

彰

、‘ヽ
‘ゞ9や
t

-

◆
第
78回
愛
知
県
中
学
校
総
合
体
育
大
会

〇
陸
上
競
技
の
部

・
O
 p
男
子
四
種
競
技

1
位

美

川

中

和

知

志

侑

◆
第
51
回
東
海
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
コ
ン
テ
ス
ト

0
小
学
生
の
部

・
打
楽
器
三
重
奏

優
秀
賞
朝
日
新
聞
社
賞
竜
美
丘
小

瑛
太
・
藪
崎
彩
織

小

林

環

那

•
金
管
六
重
奏

優

秀

賞

竜

美

丘

小

天

野

真

維

・

土

橋

晴

仁

伊

藤

り

こ

・

神

代

咲

良

杉
田
慧
太
郎
・
後
藤
愛
梨

0
中
学
生
の
部

・
フ
ル
ー
ト
三
重
奏

持
田

竜
海
中

真
優
・
渓
鍋
実
来

白

石

麻

衣

◆
第
37
回
中
部
日
本
個
人
・
重
奏

コ
ン
テ
ス
ト
愛
知
県
大
会

0
中
学
生
の
部

・
木
管
八
重
奏

金
賞
（
本
大
会
に
進
出
）
矢
作
中

齋

藤

美

緒

・

深

見

知

花

三

橋

柚

奈

・

村

瀬

彩

葉

三

井

花

・

西

別

営

音

歌

富
水
ゆ
い
•
清
水
彰
悟

•
金
管
八
重
奏

金
賞
（
本
大
会
に
進
出
）
矢
作
中

太
田
み
の
り
・
奥
村
統
也

米

津

双

葉

・

河

本

亜

緒

中

西

凛

・

木

戸

颯

彩

勝

田

万

陽

・

鈴

木

来

実

金
賞
（
本
大
会
に
進
出
）
翔
南
中

畔

柳

帆

望

・

加

藤

聖

真

岩
倉
あ
か
り
・
横
山
和
香

前

田

菜

摘

・

上

窮

紗

那

小

川

朱

音

・

西

田

優

依

・
フ
ル
ー
ト

金
賞
（
本
大
会
に
進
出
）

美

川

中

葛

葉

奈

桜

竜

海

中

箕

鍋

実

来

・
サ
ク
ソ
フ
ォ
ン

金
賞
（
本
大
会
に
進
出
）

竜

海

中

下

里

桜

子

北

中

北

川

愛

莉

紗

0
小
学
生
の
部

•
金
管
六
重
奏

銅
賞飯
田

渡
邊

栗
山

栞

怜
美

竜
美
丘
小

瑛
太
・
藪
崎
彩
織

小

林

環

那

金

賞

竜

美

丘

小

天

野

真

維

・
土

橋

晴

仁

伊

藤

り

こ

・

神

代

咲

良

杉
田
慧
太
郎
・
後
藤
愛
梨

・
打
楽
器
三
重
奏

金
賞持
田

・
フ
ル
ー
ト

金
賞竜
美
丘
小

・
木
管
二
重
奏

銀
賞

竜
美
丘
小

佐

竹

志

穂

・

池

田

柚

月

◆
第
70
回
青
少
年
読
書
感
想
文
全

国
コ
ン
ク
ー
ル

0
中
学
校
の
部

サ
ン
ト
リ
ー
奨
励
賞

常

磐

中

賀

来

彩

乃

◆
「
早
寝
早
起
き
朝
ご
は
ん
」
ア
プ

リ
コ
ン
テ
ス
ト

0
ア
イ
デ
ィ
ア
部
門

パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
教
育
財
団
賞

六
ツ
美
中
部
小
清
水
瑛
斗

◆
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
国
際
協
会

主
催
2
0
2
4
年
5
2
0
2
5
年

度
国
際
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
テ
ス
ト

リ
ジ
ョ
ン
優
秀
賞

生

平

小

山

岡

美
結

◆
第
38
回
感
動
作
文
コ
ン
ク
ー
ル

0
小
学
校
中
学
年
の
部

優
秀
賞
梅
園
小

(6) 
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福
岡
小
学
校

一●
期
待
の
新
任
教
員
ー
|
|
-

令
和
七
年
度
岡
崎
市
小
中
学

校
新
規
採
用
教
貝
は
一
―
四
名

（
栄
養
教
諭
を
含
む
）
で
あ
る
。

梅

園

小

学

校

鈴

木

颯

汰

芳

村

花

菜

根

石

小

学

校

柴

田

莉

那

野

村

陽

太

男

川

小

学

校

伊

奈

桃

花

正

司

大

晟

美

合

小

学

校

馬

場

翔

大

緑

丘

小

学

校

夫

馬

寛

人

齋

藤

寧

々

羽

根

小

学

校

青

木

か

の

ん

岡

崎

杏

杉

浦

友

馬

岡

崎

小

学

校

市

川

琴

聖

石
井
悠
太
郎

六

名

小

学

校

伊

庭

太

一

郎

松

村

昇

悟

（
養
教
）
三
上
桃
果

三

島

小

学

校

山

内

梨

紗

子

永
井
み
ゆ
き

村
田
小
百
合

名

倉

秀

明

堀

香

琳

成

田

光

志

橋

詰

ま

こ

藤

本

悟

瑠

山

田

慈

恩

永

瀬

真

子

田

上

り

さ

射

場

遼

太

井
田
小
学
校

広
幡
小
学
校

連
尺
小
学
校

竜
美
丘
小
学
校

西

野

晴

美

武
井

‘夏
輝

伊

藤

麗

千

賀

優

樹

伊

藤

綾

音

杉

浦

綾

乃

小

林

美

優

今

井

愛

奏

浅

野

星

七

羽

地

広

輔

岩

本

拓

真

小

泉

結

菜

中

根

佳

恩

長

竹

渉

花

伊

藤

太

貴

古

賀

光

季

西

田

真

依

大

谷

勇

真

高

辻

晴

菜

矢

田

小

夢

中
根
明
日
香

近

藤

隼

平

松

野

百

奈

加

藤

大

知

濱

島

愛

実

伊

藤

優

衣

鞍

掛

亜

胡

高

橋

良

知

六
ツ
美
中
部
小
学
校
｛
呂
下
く
る
み

（
栄
教
）
松
本
こ
な
っ

六
ツ
美
北
部
小
学
校
小
幡
莉
子

山

下

隼

一

大
沼
あ
ゆ
み

永

田

祥

広

六
ツ
美
南
部
小
学
校

矢
作
南
小
学
校

矢
作
西
小
学
校

矢
作
北
小
学
校

矢
作
東
小
学
校

大
門
小
学
校

大
樹
寺
小
学
校

生
平
小
学
校

常
磐
東
小
学
校

常
磐
小
学
校

恵
田
小
学
校

奥
殿
小
学
校

細
川
小
学
校

山
中
小
学
校

本
宿
小
学
校

藤
川
小
学
校

六
ツ
美
中
学
校

福
岡
中
学
校

矢
作
中
学
校

井

上

健

人

深

谷

隼

汰

吉

田

麻

里

川

端

涼

香

杉

田

光

星

齋

田

樹

浅

井

美

和

伊

藤

愛

梨

夏
山
小
学
校
（
養
教
）
石
川
夏
希

下

山

小

学

校

杉

浦

由

華

甲

山

中

学

校

吉

田

諒

太

郎

美

川

中

学

校

片

岡

陸

廣

川

令

真

（
養
教
）
森
南
那
子

南

中

学

校

木

川

竜

之

介

竜

海

中

学

校

宮

城

瑠

偉

田

口

楽

人

（
養
教
）
増
尾
月
麦

葵

中

学

校

都

築

日

香

金

澤

実

李

清

水

律

子

大

崎

里

桜

好

田

凜

山

加

凜

福

山

海

斗

嘉
儀
日
菜
子

横

山

貴

一

藤

岡

裕

紗

片

岡

滉

貴

櫻

木

迪

世

服

部

楓

香

森

翔

汰

金

田

創

太

飯

尾

美

晴

河
合
中
学
校

常
磐
中
学
校

岩
津
中
学
校

城
北
中
学
校

北
野
小
学
校

六
ツ
美
西
部
小
学
校

小
豆
坂
小
学
校

城
南
小
学
校

上
地
小
学
校

六
ツ
美
北
中
学
校

北
中
学
校

新
香
山
中
学
校

竜
南
中
学
校

矢
作
北
中
学
校

近
藤

暉
里

神

立

聖

崇

倉

田

京

美

河

澄

涼

吉

田

祐

真

山

中

優

山
本
夏
安
奈

小

池

哲

平

宮
田
く
る
み

田

中

希

海

鈴

木

隆

矢

保

坂

梨

吏

都

築

百

恵

（
養
教
）
大
下
真
子

翔

南

中

学

校

中

嶋

温

斗

入

嶋

敏

隆

森

本

裕

美

（
養
教
）
柳
川
実
悠

＿●
期
待
の
市
任
期
付
教
員

一

令
和
七
年
度
岡
崎
市
任
期
付
教

員
は
五
名
で
あ
る
。

井

田

小

学

校

佐

藤

颯

真

大

門

小

学

校

早

川

青

空

細

川

小

学

校

玉

井

忍

六
ツ
美
北
部
小
学
校
琺
竿
牛
宰
盆
e

六
ツ
美
西
部
小
学
校
中
郷
柚
花

一●
期
待
の
新
任
事
務
職
員

一

令
和
七
年
度
の
新
任
事
務
職

員
は
一
名
で
あ
る
。

上
地
小
学
校

【対象】全教職員

教職員の相談窓口
【相談内容］・勤務のこと・家庭のこと・心や体のこと

等

相談窓口 電話番号 相談受付日時 あいちこころのサボート相談(SNS)

岡崎市教職員相談ダイヤル 0564-64-3322 
火曜日～金曜日 12:00 ~ 19:00 LINE友だち追加 ・ID検索
土曜日 12:00 ~ 16:30 @aichi_soudan 回

あいちこころのサポート相談(SNS) 右QRコード
月曜日～士曜日 20:00 ~ 24:00 
日曜日 20:00-翌月曜日 8:00

愛知県総合教育センター教育相談 0561-38-2217 月曜日～金曜日 9:00 ~ 17:00 Facebook ID検索

あいちこころのホットライン365 052-951-2881 年中無休 9:00 ~ 20:30 
@aichi.soudan 回．

愛知いのちの電話 052-931-4343 年中無休 24時間
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題

字

・
タ
イ
ト
ル
バ
ッ
ク

•
各
タ
イ
ト
ル

・

カ

ッ

ト

学芸会での鼓笛演奏初披露
（昭租42年）
写真提供：夏山小学校

教

育

長

安

藤

直

哉

六

ツ

美

中

大

竹

紗

弥

加

六

ツ

美

中

大

竹

紗

弥

加

本

宿

小

浅

井

優

子

昭
和
四
十
二
年
、
鼓
笛
演
奏
が
初
め
て
学
芸

会
で
披
露
さ
れ
た
。
鼓
笛
隊
は
前
年
度
の
額
田

町
合
併
十
周
年
記
念
大
運
動
会
を
機
に
発
足
し
、

当
時
は
、
高
学
年
が
中
心
の
演
奏
で
あ
っ
た
。

本
年
度
に
至
る
ま
で
五
十
年
以
上
、
夏
山
小

学
校
の
伝
統
と
し
て
受
け
継
が
れ
て
い
る
。
現

在
で
は
全
校
児
童
が
取
り
組
み
、
学
芸
会
以
外

に
も
、
卒
業
式
後
や
退
任
式
後
の
見
送
り
の
会

で
演
奏
す
る
。
夏
山
小
出
身
の
保
護
者
や
地
域

の
方
が
多
い
た
め
、
自
身
の
経
験
と
重
ね
な
が

ら
児
童
の
鼓
笛
演
奏
を
楽
し
み
に
し
て
い
る
。

児
童
た
ち
の
手
で
脈
々
と
受
け
継
が
れ
て
き

た
学
校
の
伝
統
行
事
は
、
地
域
の
方
々
の
思
い

出
で
も
あ
り
、
愛
さ
れ
続
け
て
い
る
。
今
後
も

大
切
に
し
て
い
き
た
い
。 f~~ ~,~.. ヽぶ が~.. • t ¥ .. や ， ·\;,~. • 

．，＼ ｀社、左 J.. 
~ 

J 
I 

． ヽ•

,) , 

,'~1 1101, 

"~~- ·t. 

i・,.、;→ 
¥、'f,_ . - • . 
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本
物
の
落
語
を
リ
ア
ル
で
聴
く
こ
と
。
テ
レ
ビ
や
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
で
は
伝
わ
ら
な
い
、
落
語
家
が
作
り
出
す
そ

の
場
の
空
気
を
感
じ
る
こ
と
は
落
語
の
醍
醐
味
で
あ
る
。

「
多
く
の
人
と
の
出
会
い
を
大
切
に
生
き
て
き
て
、
今
の

自
分
が
あ
る
。
」
と
鷹
治
さ
ん
は
言
う
。
目
の
前
の
観
客

も
し
か
り
。
新
た
な
出
会
い
の
四
月
に
、
「
一

期
一
会
」
と
い
う
言
葉
を
心
に
留
め
た
。

殿
様
蛙
の
季
語
は
春
。
冬
眠
か
ら
目
覚
め

た
蛙
が
元
気
に
飛
び
跳
ね
、
鳴
く
様
子
か
ら
、

春
の
風
物
詩
と
し
て
親
し
ま
れ
て
き
た
。

新
年
度
が
始
ま
り
、
子
供
た
ち
は
大
き
な
希
望
と
い
く

ば
く
か
の
不
安
を
抱
え
な
が
ら
、
新
生
活
に
思
い
を
は
せ

る
。
今
年
も
実
り
多
き

一
年
に
で
き
る
よ
う
元
気
よ
く
飛

び
出
し
、
笑
顔
と
笑
い
声
の
あ
ふ
れ
る
四
月
と
し
た
い
。

＊「叱らない」が子どもを苦しめる
藪下遊・高坂 康雅
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▲登校から教室まで6年生といっしょに

学校生活を始める1年生。（大樹寺小）

っ
ぽ
み
が
花
開
く
新
年
度
。
子
供
た
ち
は
期
待
に

胸
を
膨
ら
ま
せ
、
新
た
な
一
歩
を
踏
み
出
そ
う
と
、

己
の
歩
幅
で
精
一
杯
に
努
力
す
る
姿
を
見
せ
る
。

「
ロ
ー
マ
は
一
日
に
し
て
成
ら
ず
」
と
言
わ
れ
る

よ
う
に
、
努
力
は
継
続
す
る
こ
と
が
肝
要
だ
。
子

供
た
ち
に
努
力
の
大
切
を
学
ば
せ
る
こ

と
が
で
き
る
教
師
で
あ
り
た
い
。

筑摩書房

ゥ史~ 心に残った一文~〇c
大切なのは「思い通りにならないこともある」という
＇メッセージを、折に触れて言葉で伝え続けることです。

親が子どもを叱るのは可哀そうと考え i
る風潮が広まっているようだ。 ： 
学校ではどうだろうか。褒めて伸ばす ：

ことを大切にするのは勿論であるが、叱
るべきときには叱ることのできる教師で

ありたい。著者は「子どもを適切に叱る
ことが子どもの心の成熟につながり、教
室に入れない、登校できない子どもを減
らすことにもつながる」と書いている。
私たち教師は、子どもの健やかな成長

のために「適切に」の意味をよく考えな
がら叱ることができるようになりたい。
--------------------------------------------------・ ー・・・--------・
*What's Next? 終わりなき未踏への挑戦

平出和也
¥1,800 
かなえ
¥1,700 
東野圭吾
¥2,200 
清水孝治

山と渓谷社
＊人間標本
角川書店
＊架空犯
幻冬舎
愛知教育大学附属小学校

湊
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岡崎市立美川中学校

鳥,r,a 
羞象

「
自
立
」

一
七
五
名
の
新
入
生
を
迎
え
、
全
校

五
三
九
名
で
令
和
七
年
度
が
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
。

入
学
式
で
は
、
新
入
生
代
表
生
徒
が
「
新

し
い
仲
間
と
と
も
に
、
努
力
し
、
助
け
合

い
、
先
輩
や
先
生
方
か
ら
の
ア
ド
バ
イ
ス

を
大
切
に
し
て
成
長
し
て
い
き
た
い
」
と

中
学
校
生
活
へ
の
意
気
込
み
を
話
し
て
く

れ
ま
し
た
。

三
年
生
代
表
生
徒
か
ら
は
、

中
学
校
生
活
を
有
意
義
な
も
の
に
す
る
た

め
に
は
「
目
標
を
も
っ
て
行
動
す
る
こ
と
」

「
出
会
い
を
大
切
に
す
る
こ
と
」
を
心
に

留
め
る
と
よ
い
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
送

ら
れ
ま
し
た
。
や
る
気
に
満
ち
た
新
入
生

の
思
い
と
、
先
輩
の
一
緒
に
頑
張
っ
て
い

こ
う
と
い
う
温
か
い
エ
ー
ル
を
聞
き
、
素

敵
な
新
年
度
の
ス
タ
ー
ト
と
な
り
ま
し
た
。

私
の
入
学
式
・
始
業
式
・
新
任
式
の
式

辞
の
抜
粋
を
掲
載
し
ま
す
。

私
は
、
皆
さ
ん
に
中
学
校
生
活
を
通
し

て
「
自
立
」
し
た
人
に
育
っ
て
ほ
し
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

例
え
ば
「
自
分
の
こ
と
は
自
分
で
す
る
」

と
か
「
自
分
で
判
断
し
て
実
行
す
る
」
こ

と
も
そ
う
で
し
ょ
う
。
ま
た
、
中
学
校
の

卒
業
に
向
け
て
「
自
分
の
進
路
を
選
択
し
、

切
リ
拓
い
て
い
く
」
こ
と
も
必
要
に
な
リ

ま
す
。
き
っ
と
、
様
々
な
場
面
で
、
判
断

いを域 い-,て
たよの保ま翌子本
しろ方護す← 供年
まし々者゜

を
た度

すくのの ちも
° おご方 温に‘
願協‘ か寄全
い力地 く

支
り教
．添職

．、 て‘で
菫' ; ・ミ: . 

澁 □
い 員

思のつ

校

長

石

原

を
支
え
合
え
る
温
か
な
学
校
に

昌

に
迷
っ
た
リ
悩
ん
だ
リ
す
る
こ
と
が
た
＜

さ
ん
あ
る
と
思
い
ま
す
。

私
は
「
自
立
」
を
そ
れ
ら
の
こ
と
を
自

分
一
人
で
や
る
と
い
う
こ
と
と
は
思
っ
て

い
ま
せ
ん
。
悩
み
や
苦
し
み
を
一
人
で
抱

え
込
ま
ず
、
友
達
や
家
族
、
先
生
た
ち
に

相
談
し
た
リ
、
助
け
て
も
ら
っ
た
リ
し
な

が
ら
、
少
し
ず
つ
自
立
し
て
い
け
ば
よ
い

の
で
す
。
悩
ん
だ
リ
、
助
け
て
も
ら
っ
た

リ
す
る
中
で
、
「
人
の
弱
さ
を
知
リ
、
困
っ

て
い
る
人
に
優
し
く
手
を
差
し
伸
ぺ
ら
れ

る
よ
う
に
な
る
こ
と
」
。
「
周
リ
の
存
在
を

尊
重
し
、
周
リ
と
支
え
合
い
な
が
ら
生
き

て
い
く
す
ば
ら
し
さ
を
理
解
す
る
こ
と
」
。

こ
れ
ら
も
立
派
な
「
自
立
」
の
姿
で
す
。

き
っ
と
、
そ
ん
な
人
の
周
リ
に
は
、
温
か

な
雰
囲
気
が
生
ま
れ
る
は
ず
で
す
。
私
は
、

美
川
中
が
一
人
一
人
の
「
自
立
」
を
支
え

合
え
る
温
か
い
学
校
で
あ
リ
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

仁
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以
匈
詔
贔
｀
い

感
謝
と
決
意

安
藤
員
樹
（
竜
海
中
へ
）

o
aい
叶
"

に
な
り
ま
し
た
。
私
が
再
確
認
で
き
た
こ
と
は
、

学
校
は
、
子
ど
も
や
保
護
者
、
地
域
の
た
め
に

あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
新
た
な
学
校
で
も
そ

れ
を
忘
れ
ず
に
、
美
川
中
に
負
け
な
い
、
「
す

べ
て
の
生
徒
が
幸
せ
な
学
校
」
と
な
る
よ
う
に

邁
進
し
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

個
性
と
優
し
さ
あ
ふ
れ
る
美
中
生

圃
い
ぺ
図
｀

姿
。
美
中
生
の
そ
ん
な
姿
が
大
好
き
で
し
た
。

保
護
者
の
皆
さ
ま
、
地
域
の
方
々
に
、
美
川
中

学
校
へ
の
愛
が
あ
り
、
い
つ
も
支
え
て
く
だ
さ

い
ま
し
た
。
二
年
間
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
前
途
洋
々
、
新
三
年
生
！
美
川

中
学
校
！

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

高
原
美
紀
（
矢
作
北
中
へ
）

美
川
中
で
過
ご
し
た
二
年
間

は
、
幸
せ
な
毎
日
で
し
た
。
皆

多
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
も
ら
い
ま
し

冒

ん

の

笑

い

声

や

元

気

な

姿

に

、

私
自
身
力
＜

た
。
保
健
室
で
は
、
休
養
し
て
い
る
友
人
に
優

し
く
声
を
か
け
る
姿
を
見
て
、
気
持
ち
が
温
か

く
な
り
ま
し
た
。
そ
ん
な
思
い
や
り
あ
ふ
れ
る

皆
さ
ん
の
活
躍
を
、
こ
れ
か
ら
も
期
待
し
て
い

ま
す
。与

え
ら
れ
た
場
所
で

伊
藤
将
生
（
愛
知
県
教
育
会
館
へ
）

'
にL口‘大変
お
世
話
に
な

明
る
＜
元
気
な
生
徒
た
ち
と
学
区
の
皆
様
に

支
え
ら
れ
、
素
敵
な
日
々
を
過
ご
せ
ま
し
た
。

美
川
中
を
離
れ
る
こ
と
は
さ
み
し
い
で
す
が
、

与
え
ら
れ
た
場
所
・
役
割
に
責
任
を
も
ち
、
精

一
杯
努
め
て
い
こ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

美
川
中
三
年
生
へ

四
出
m□

[̀

三
年
生
の
皆
さ
ん
は
、
き
っ
と
凛
々
し
く
な
っ

た
こ
と
で
し
ょ
う
。
つ
い
こ
の
前
入
学
し
て
き

た
と
思
っ
て
い
た
の
に
、
月
日
が
経
つ
の
は
早

い
で
す
ね
。
最
後
の

一
年
を
悔
い
の
残
ら
な
い

よ
う
精
一
杯
、
全
力
で
過
ご
し
て
く
だ
さ
い
。

皆
さ
ん
の
活
躍
を
祈
っ
て
い
ま
す
。

九
年
間
の
感
謝
を
胸
に

疇
ぃ
[
`
`
〗

美
川
中
学
校
で
過
ご
し
た
九
年
間
は
、
私
に

と
っ
て
大
切
な
思
い
出
で
す
。
「
夢
な
き
者
に

成
功
な
し
」
と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
。
目
標

を
も
ち
、
努
力
し
続
け
る
こ
と
で
道
は
開
け
ま

す
。
私
も
新
天
地
で
挑
戦
を
続
け
ま
す
の
で
、

皆
さ
ん
も
自
分
の
夢
に
向
か
っ
て
進
ん
で
く
だ

さ
い
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

馴農飢しもだ保はな
ての

て陰い護‘つ
も美な

いなた者私て 充川 い
まがこやに行実中 ＝ 

して
浅ー

すらと地と事 ‘、野年
゜美‘域つやたの 間
川感のて部も 三 亮
中謝方大活の年太
のし々切動で間会
皆てになにしはし
さい温宝熱

ヽ

んまか物く t~ と、直

素
敵
な
毎
日
を
、
み
ん
な
で

雫
鸞`
｀

す
美
川
中
学
校
で
の
五
年
間
は
、
皆
さ
ん
と

楽
し
く
美
術
の
授
業
を
し
て
、
全
力
で
テ
ニ
ス

を
し
、
何
気
な
い
会
話
で
笑
い
合
っ
た
素
敵
な

毎
日
で
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
、
笑
顔
あ
ふ
れ
る

美
川
中
学
校
を
皆
さ
ん
で
築
い
て
く
だ
さ
い
。

別
れ
と
新
た
な
出
会
い
の
季
節

大
林
宙
門
（
幸
田
北
部
中
へ
）

”
[`
いい

も
う
少
し
見
て
い
た
か
っ
た
と
い
う
思
い
も
あ

り
ま
す
が
、
ど
こ
か
で
別
れ
は
必
ず
来
る
も
の

で
す
。
新
た
な
出
会
い
を
大
切
に
し
、
日
々
挑

l., 一r
 

あ
る
の
は
感
謝
の
み

a
`
」
噂
[
〗

と
び
き
り
の
笑
顔
に
元
気
を、

「
大
丈
夫
？」

に
思
い
や
り
を
、
「
な
ん
で
？
」
に
迫
る
力
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
わ
ず
か
一
年
で
は
あ
り
ま

し
た
。
「
縁」

を
結
べ
た
こ
と
に
感
謝
し
て
い

ま
す
。
何
も
か
も
に
あ
り
が
と
う
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

e
か犀``
i[7

姿
は
素
晴
ら
し
く
、
私
自
身
も
元
気
を
も
ら
っ

て
い
ま
し
た
。
微
力
な
が
ら
、
皆
さ
ん
の
学
校

生
活
を
支
え
ら
れ
た
こ
と
を
幸
せ
に
思
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
美
川
中
学
校
で
素
敵
な
思
い
出

を
つ
く
っ
て
い

っ
て
く
だ
さ
い
。
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

戦
を
続
け
て
い
っ
て
く
だ
さ
い
。
応
援
し
て
い

ま
す
。
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加
藤
哲
士
（
竜
美
丘
小
よ
り
）

初
め
て
の
中
学
校
勤
務
に
な

り
ま
す
。
分
か
ら
な
い
こ
と
も

多
い
で
す
が
、
一
年
生
の
皆
さ
ん
と
と
も
に
、

新
た
な
発
見
を
楽
し
み
な
が
ら
学
ん
で
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

美
川
中
に
、
フ
レ
ッ
シ
ュ
な
風
を
吹
か
せ

ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

すせすと校
る゚ ゜てに

しとんくか
炉ぽ i 翠-~
くととわらて の
ぉて素く 季
願も敵し日

毎ま隣尾節
いの崎

じ楽品象新［鷹陽
まし間ら
すグ

ぃし中子

。kき過 t~ 悶涵
し緒し

ご〗、美か海
て rてぢ川ら中
~ 直~ り、掌竺§

すてすの学
゜い゜生校
き一
ま緒 r
活

しに、、 I
,, 叉§

ょ';'復

ぅ。晶 :I~后裟
ょ1- • ま半
ろ成？行すぶ
しる 事゜り栞
く毎わと久に＾
お日く 、し教竜

門含とり青り盟
しくいんのしよ
まつまと中て リ._, 

楽
し
く

[
｀
‘

`
'
ー

・
ヽ

ー
ー

~

．
．
、＇

ト

ー
・

i
[
~
9

.
、

9
1

-̀
 

亀
一

心
も
体
も
心
地
よ
く

り
国
庫□
い

心
や
体
が
朗
ら
か
で
心
地
よ
く
い
ら
れ
る
よ

う
、
保
健
室
か
ら
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。
た
＜

さ
ん
話
し
ま
し
ょ
う
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。日

々
、
ア
ッ
プ
デ
ー
ト

oi□

”̀̀
 ̀

右
も
左
も
わ
か
ら
な
い
新
参
者
で
は
ご
ざ
い

ま
す
が
、
学
び
の
ア
ン
テ
ナ
を
常
に
も
ち
、

楽
し
み
な
が
ら
柔
軟
に
、
日
々
ア
ッ
プ
デ
ー

ト
で
き
る
よ
う
全
力
で
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

手ド［園
い近てこ授
まづいの業三伊
すくき美を年豫
゜皆た川すぶ田
よさい中るり
ろんと学のの守
しと思校は ＾ 
くといで本

中
連

おもま多当学尺
願にすくに-校小
い成゜の久でょ
し長大こし すリ

0 、-

叫0を新新し送しま任本
まりいだで年
すた出慣お度
゜い会れ世よ宇
といな話り野
思にいに美
い感こな川
ま謝とり中晃
すしがま学＾
0 ' 多す校 新
よ実い゜に佳

新
し
い
出
会
い

9
0
 

楽
し
く
笑
顔
で
1
・

直
｀
閏噂
〗

す
。
皆
さ
ん
と
と
も
に
様
々
な
こ
と
に
挑
戦

し
て
、
成
長
し
合
え
る

一
年
に
し
て
い
き
た

い
で
す
。
笑
顔
い
っ
ぱ

い
、
楽
し
み
な
が
ら

頑
張
り
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

新
た
な
場
所
で橋
口
桃
子
（
竜
海
中
よ
リ
）

新
し
い
季
節
、
美
中
生
と
過

ェ
す
時
間
は
ど
の
よ
う
な
も
の

ー
な
る
の
だ
ろ
う
か
と
わ
く
わ

゜

圏
[

J

く
し
て
い
ま
す
美
川
中
に
つ
い
て
ま
だ
ま

だ
知
ら
な
い
こ
と
も
多
い
で
す
が
、
成
長
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
一
緒
に
楽
し
い

思
い
出
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

＇ 

・-

゜ロ
~-r-l壽t".l

I ,-,• ,'. < . •'• "' · ·•~tf,,,. 、' • ¥ i_、,,、、'
．．．． ., ": ~·,;..;-・辺心

ト、
芍''ir.e,.・’
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で を片と

I t l, 悶は 苔
ー さ 一 生 り
年ん緒のま’’学にとに保し校 杉 ~ 
しと勉健た指新浦成

因 ~t 岱週゜胃碧 長
き学ての 二 と片明し
たぴい授日し岡=ま
い‘き業＾て陸 ~y し
でとまの水勤先羹よ
すもすお躙務生 中う
に゚ ゜手

成 阿書 こ
すの 『

長 る麿 g

人
と
人
と
の
間
を
あ
た
た
か
く

澳
哨
団

皆
さ
ん
に
は
、
温
か
な
人
間
関
係
を
築
い
て

い
っ
て
ほ
し
い
と
願
い
ま
す
。

美
川
中
生
活
を
、
元
気
で
気
持
ち
よ
く
過

ご
せ
る
よ
う
、
保
健
室
か
ら
応
援
し
た
い
と

思
い
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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愚

葬

小
●
性
豊
函
応
S

＿
年
一
組
「
個
考
愛
（
コ
コ
ア
）
」

お
互
い
の
個
性
を
認
め
合
い
、
高
め
合
い

ま
す
。
周
り
か
ら
愛
さ
れ
る
人
、
愛
さ
れ
る

ク
ラ
ス
に
な
る
た
め
に
は
、
ど
う
す
れ
ば
よ

い
か
、
み
ん
な
で
考
え
て
い
き
ま
す
。
そ
し

て
、
コ
コ
ア
の
よ
う
に
温
か
い
ク
ラ
ス
を
目

指
し
ま
す
。

一
年
二
組
「
36人
の
羽
」

上
手
に
飛
べ
な
い
鳥
（
仲
間
）
が
い
た
ら
、

み
ん
な
の
羽
で
支
え
、
誰
の
羽
（
個
性
）
も

欠
け
る
こ
と
が
な
い
よ
う
に
仲
間
を
思
い
合

い
、
中
学
一
年
生
ら
し
く
元
気
に
仲
良
く
大

空
に
羽
ば
た
き
ま
す
。

＿
年
＿
＿
＿
組
「
流
●
群
」

夜
空
に
輝
く
星
々
の
よ
う
に
、
一
人
一
人

が
個
性
を
発
揮
し
て
輝
く
こ
と
が
で
き
る
ク

ラ
ス
に
し
て
い
き
ま
す
。
そ
の
た
め
に
、
お

互
い
を
認
め
合
い
、
助
け
合
い
、
ど
ん
な
こ

と
も
楽
し
ん
で
い
き
ま
す
。

一
年
四
組
「
S
M
I
L
E」

S
は
Sparkle(
き
ら
め
き
）
、

M
は

M
日
acle

（
奇
跡
）
ヽ
ー
は

h
日

nw（
無
限
）
、

L
は

S
ve 

（愛）、

E
は
E
n
j
o
y
(
楽
し
い
）
。
無
限
の
愛

に
あ
ふ
れ
、
毎
日
楽
し
く
笑
顔
で
い
ら
れ
る

よ
う
な
ク
ラ
ス
を
目
指
し
ま
す
。

一
年
五
組
「
O
N
L
Y
1

」

み
ん
な
で
協
力
し
合
い
、
笑
顔
が
あ
ふ
れ

る
、
め
り
は
り
の
あ
る
ク
ラ
ス
。
毎
日
、
同

じ
こ
と
の
繰
り
返
し
で
は
な
く
、

O
N
L
Y
1
 

の
魅
力
あ
る
日
々
に
、
そ
し
て
世
界
に
一
っ

だ
け
の
最
高
の
一
年
五
組
を
目
指
し
ま
す
。

二
年
一
組
「
全
力
j

自
分
が
も
っ
て
い
る
あ
り
っ
た
け
の
力
を

仲
間
の
た
め
、
自
分
の
た
め
に
出
し
尽
く

し
、
互
い
の
一
生
懸
命
を
み
ん
な
で
認
め
合

い
、
支
え
合
い
、
助
け
合
っ
て
い
け
る
【
家
族
】

の
よ
う
な
温
か
い
ク
ラ
ス
を
目
指
し
ま
す
。

二
年
二
組
「
お
に
ぎ
り
」

お
に
ぎ
り
に
は
様
々
な
具
と
米
の
種
類
が

あ
り
、
形
を
作
る
に
は
米
一
粒
一
粒
が
ま
と

ま
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
ク
ラ
ス
一
人
一
人

が
自
立
し
、
全
体
で
団
結
す
る
こ
と
で
最
高

の
お
に
ぎ
り
を
作
り
ま
す
。

二
年
三
組
ヲ
ァ
ー
ス
ト
ペ
ン
ギ
ン
」

魚
を
求
め
て
リ
ス
ク
を
恐
れ
ず
群
れ
を
率

い
て
最
初
に
海
へ
飛
び
込
む
ペ
ン
ギ
ン
の
よ

う
に
、
そ
れ
ぞ
れ
が
失
敗
を
恐
れ
ず
挑
戦
す

る
。
そ
し
て
、
そ
の
分
野
の
先
駆
者
と
な
り
、

ク
ラ
ス
を
一
人
一
人
が
け
ん
引
し
て
い
き
ま

す。二年
四
組
「
2
X
4
1
1
8
」

二
年
四
組
だ
け
が
作
れ
る
特
別
な
数
字
は

8
。
そ
し
て
向
き
を
変
え
る
と
無
限
と
い
う

意
味
に
な
り
ま
す
。
二
年
四
組
に
は
無
限
に

楽
し
い
こ
と
、
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
信
じ
、

心
を
一
っ
に
し
て
、
一
年
間
頑
張
り
ま
す
。

二
年
五
組
「
挑
め
」

一
人
一
人
が
挑
戦
す
る
気
持
ち
を
も
っ
て

様
々
な
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
。
そ
ん
な

ク
ラ
ス
メ
イ
ト
を
五
組
全
員
で
支
え
、
応
援

三
年
一
組
「
31
（
サ
ー
テ
ィ
ー
ワ
ン
）
」

た
く
さ
ん
の
フ
レ
ー
バ
ー
（
個
性
）
が
輝

く
サ
ー
テ
ィ
ー
ワ
ン
の
よ
う
に
、
仲
間
を
思

い
や
る
気
持
ち
を
大
切
に
し
な
が
ら
、
一
人

一
人
の
個
性
を
磨
き
、
三
年
一
組
全
員
が
大

き
く
成
長
で
き
る

一
年
に
し
ま
す
。

三
年
二
組
「
H
A
R
I
B
O」

様
々
な
色
（
個
性
）
が
混
ざ
り
合
い
、
弾

カ
（
固
い
団
結
）
の
あ
る
グ
ミ
「
H
A
R
I
B
O」

の
よ
う
に
、

一
人

一
人
の
色
を
大
切
に
し
ま

す
。
そ
し
て
、
世
界
的
人
気
の
お
菓
子
の
よ

う
に
周
り
か
ら
愛
さ
れ
る
ク
ラ
ス
を
目
指
し

ま
す
。

三
年
三
組
「
＃
L
F
L」

「#
L
F
L
(
L
i
k
e
F
o
r
 Like)
」
に
は
、

お
互
い
に
「
い
い
ね
」
を
し
合
お
う
と
い
う

意
味
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
一
年
、
「
い
い
ね
」

で
溢
れ
て
、
互
い
に
認
め
合
え
る
明
る
＜
楽

し
い
ク
ラ
ス
を
目
指
し
ま
す
。

三
年
四
組
「
大
好
き
」

シ
ン
プ
ル
で
ス
ト
レ
ー
ト
な
言
葉
「
大

好
き
」
。
ど
ん
な
こ
と
に
も
全
員
で
全
力
に
、

熱
く
温
か
く
取
り
組
み
、
卒
業
す
る
と
き
に

「
こ
の
仲
間
が
大
好
き
！
」
と
全
員
が
笑
顔

で
言
え
る
愛
の
あ
ふ
れ
る
ク
ラ
ス
を
目
指
し

ま
す
。

三
年
五
組
「
B
O
U
Q
U
E
T」

花
は

一
輪
だ
け
で
も
美
し
い
も
の
で
す
が
、

束
に
な
る
と
よ
り
美
し
く
な
り
ま
す
。

一
人

で
き
る
。
そ
ん
な
ク
ラ
ス
を
目
指
し
て
一
年

間
み
ん
な
で
挑
み
続
け
ま
す
。

9

9

,

．,．9
9
.▼
.
9
.▼
.
,
.
,
.
9
9
 

1
,
1
,
1

・

1
・

1
・

1
'

ー
・

1
•
I

・

1
,
1
,
1
,
1

・

一
人
が
個
性
を
も
ち
、
一
っ
の
花
束
に
な
っ

た
と
き
に
、
互
い
の
よ
さ
を
引
き
立
て
合
う

学
級
を
目
指
し
ま
す
。

ひ
ま
わ
り
学
級

七
・
十
一
組
「
R
u
b
y」

八
・
十
二
組
「
S
W
I
T
C
H」

九
・
十
組
「
光
」

新
一
年
生
を
迎
え
、
気
持
ち
を
新
た
に
ス

タ
ー
ト
し
た
ひ
ま
わ
り
学
級
。
「
R
u
b
y
」
の

よ
う
に
個
性
が
輝
き
、
「
S
W
I
T
C
H
」
を
切

り
替
え
る
よ
う
に
生
活
に
め
り
は
り
を
つ
け
、

一
人
一
人
の
頑
張
り
や
笑
顔
が
「
光
」
輝
く

よ
う
な
ひ
ま
わ
り
学
級
を
目
指
し
、
生
徒
と

担
任
が
一
丸
と
な
っ
て
歩
ん
で
い
き
ま
す
。

F
組
「
悶
c
h
o
t
h
e
r」

「
互
い
を
大
切
に
」
と
い
う
意
味
を
広
げ

て
、
自
分
を
大
切
に
し
、
相
手
を
大
切
に
し

よ
う
と
い
う
思
い
を
込
め
ま
し
た
。

一
人一

人
が
生
き
生
き
と
、
自
分
ら
し
く
、

一
歩

一

歩
前
進
し
て
い
け
る
ク
ラ
ス
を
目
指
し
て
い

き
ま
す
。

新
入
生
誓
い
の
言
葉

新
入
生
代
表
伊
藤
楓
紗

色
と
り
ど
り
に
咲
く
花
の
香
り
に
誘
わ
れ

て
、
大
き
な
希
望
を
胸
に
抱
き
、
本
日
、
私

た
ち
百
七
十
五
名
は
、
伝
統
あ
る
美
川
中
学

校
に
入
学
し
ま
し
た
。

私
た
ち
は
、
小
学
校
で
た
く
さ
ん
の
こ
と

を
学
び
、
成
長
し
て
き
ま
し
た
。
当
た
り
前

の
生
活
が
当
た
り
前
に
で
き
る
こ
と
に
幸
せ

を
感
じ
、
周
り
の
人
に
感
謝
す
る
こ
と
を
大

切
に
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
な
り
た
い
自
分
を
見
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つ
け
、
そ
こ
に
近
づ
く
た
め
の
努
力
、
挑
戦

を
続
け
て
き
ま
し
た
。
自
分
の
強
み
を
知
り
、

自
分
に
自
信
が
つ
き
ま
し
た
。
中
学
校
で
も

今
ま
で
身
に
付
け
て
き
た
こ
と
を
生
か
し
、

よ
り
よ
い
自
分
に
な
れ
る
よ
う
が
ん
ば
っ
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

中
学
校
で
は
、
小
学
校
に
は
な
か
っ
た
行

事
や
新
し
く
始
ま
る
学
習
が
あ
り
ま
す
。
わ

く
わ
く
す
る
気
持
ち
と
同
時
に
、
少
し
の
不

安
や
心
配
も
あ
り
ま
す
が
、
新
し
い
仲
間
と

乙
[[[[`
[

バ
イ
ス
を
大
切
に
し

て
、
成
長
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

そ
し
て
、
美
川
中
学

校
の
生
徒
と
し
て
誇

り
を
も
っ
て
生
活
し

て
い
く
こ
と
を
、
こ

こ
に
誓
い
ま
す
。

優
し
さ
を
受
け
継
い
で

二

年

近

藤

大

靖

新
し
い
制
服
を
着
て
、
少
し
そ
わ
そ
わ
し

な
が
ら
教
室
へ
向
か
う

一
年
生
の
姿
を
見
て
、

僕
も
先
輩
に
な
っ
た
の
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

そ
し
て
、
新
し
い
仲
間
と
共
に
新
た
な
一
歩

を
踏
み
出
す
の
だ
と
、
期
待
で
胸
が
い
っ
ぱ

い
に
な
り
ま
し
た
。

一
年
前
、
僕
は
中
学
校
と
い
う
新
し
い
環

境
に
不
安
を
抱
い
て
い
ま
し
た
。
で
す
が
、

先
輩
方
が
優
し
く
温
か
く
迎
え
て
く
だ
さ
っ

た
お
か
げ
で
、
気
付
け
ば
不
安
も
な
く
な
り
、

学
校
生
活
が
楽
し
く
な
っ
て
い
ま
し
た
。
今

度
は
、
僕
た
ち
の
番
で
す
。
先
輩
方
の
優
し

I~ 一迅節苧~.:.:
喰:{ゃ

II"" 

.,....,.., 
.,.., 

さ
を
受
け
継
ぎ
、
委
員
会
や
部
活
動
な
ど
、

様
々
な
場
面
で
「
周
り
の
た
め
に
、
自
分
か

ら
動
く
」
と
い
う
こ
と
を
胸
に
生
活
し
た
い

と
思
い
ま
す
。
こ
の
思
い
を
学
年
へ
広
げ
、

二
年
生
が
一
年
生
を
助
け
る
と
と
も
に
、
三

年
生
の
支
え
と
な
れ
る
よ
う
、
が
ん
ば
っ
て

い
き
た
い
で
す
。

こ
れ
ら
の
思
い
を
胸
に
、
新
た
な
仲
間
と

一
日
一
日
を
全
力
で
楽
し
み
、
大
切
に
過
ご

し
て
い
き
ま
す
。

失
敗
を
お
そ
れ
ず
に
挑
戦

三

年

田

中

恵

依

奈

い
つ
も
と
違
1
昇
降
口
、
教
室
に
入
る
と

見
慣
れ
な
い
仲
間
の
顔
。
そ
の
と
き
私
は
最

高
学
年
に
な
っ
た
こ
と
を
自
覚
し
ま
し
た
。

私
に
は
、
今
年
大
切
に
し
た
い
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
そ
れ
は
、
「
失
敗
を
お
そ
れ
ず
に
挑

戦
す
る
こ
と
」
で
す
。
三
年
生
は
、
学
校
の

中
心
と
な
る
存
在
で
す
。
多
く
の
壁
に
ぶ
つ

か
り
、
失
敗
す
る
こ
と
も
あ
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
で
も
、
「
失
敗
は
成
功
の
も
と
」
と
い

う
こ
と
わ
ざ
の
よ
う
に
、
失
敗
を
し
て
も
、

そ
こ
で
く
じ
け
る
の
で
は
な
く
、
原
因
を
つ

き
と
め
て
改
善
し
て
い
き
た
い
で
す
。
そ
し

て
、
失
敗
を
失
敗
で
終
わ
ら
せ
る
こ
と
が
な

い
よ
う
に
日
々
挑
戦
し
続
け
て
い
き
た
い
で

す
。
ま
た
、
私
た
ち
三
年
生
は
、
受
験
生
と

い
う
立
場
で
も
あ
り
ま
す
。
私
は
、
志
望
校

に
向
け
て
、
毎
日
こ
っ
こ
っ
と
努
力
し
、
仲

間
と
共
に
高
め
合
い
な
が
ら
学
習
を
し
て
い

叩
〗
謂8
半
紙
の
部

銀
賞

表
彰
の
記
録

【
女
子
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部
】

岡
崎
・
幸
田
中
学
校
二
年
生
大
会

生
駒
衣
都
・
松
尾

＿
女
子
ハ
ン
ド
部
＿

市
中
学
生
一
年
生
大
会
女
子
の
部

【
男
子
ハ
ン
ド
部
＿

豊
田
市
民
選
手
権
大
会

市
総
合
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
大
会

＿
吹
奏
楽
部
】

県
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
コ
ン
テ
ス
ト
西
三
河
北

管

弦

八

重

奏

金

賞

県
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
コ
ン
テ
ス
ト
西
三
河
北

打

楽

器

三

重

奏

銀

官

中
部
日
本
個
人
・
重
奏
コ
ン
テ
ス
ト
本
大
会

フ

ル

ー

ト

独

奏

銀

賞

葛

葉

奈

桜

中
部
日
本
個
人
・
重
奏
コ
ン
テ
ス
ト
県
大
会

フ
ル
ー
ト
独
奏

金

賞

葛

葉

奈

桜

中
部
日
本
個
人
・

重
奏
コ
ン
テ
ス
ト
西
三
河
北

フ

ル

ー

ト

独

奏

金

賞

葛

葉

奈

桜

中
部
日
本
個
人
・

重
奏
コ
ン
テ
ス
ト
西
三
河
北

サ
ク
ソ
フ
ォ
ン
独
奏
金
賞
成
川
愛
花

中
部
日
本
個
人

・
重
奏
コ
ン
テ
ス
ト
西
三
河
北

打
楽
器
三

重

奏

銀

賞

中
部
日
本
個
人
・

重
奏
コ
ン
テ
ス
ト
西
三
河
北

金

管

八

重

奏

金

賞

【
造
形
部
】

リ
ト
ル
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル

銀

賞

森

田

沙

希

入

選

山

下

結

衣

副

島

礼

空

【
か
き
ぞ
め
コ
ン
ク
ー
ル
】

奨

励

賞

伊

藤

穂

南

大

西

詩

【
「
家
庭
の
日
」
県
民
運
動
啓
発
ポ
ス
タ
ー
】

佳

作

伊

藤

穂

南

＿
土
砂
災
害
防
止
に
関
す
る
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
】

佳

作

早

川

涼

_
J
A共
済
小
・
中
学

u-9コ
ン
ク
ー
ル
】

条

幅

の

部

銅

賞

鈴

木

綾

乃
大

西

詩

柴
田
紗
弥
羽

準
優
勝
優
勝

優
勝
3
位

そ
ら
ペ
ア

【
少
年
消
防
ク
ラ
プ
員
の
防
火
作
品
展
】

習
字
の
部
岡
崎
市
消
防
長
賞
市
川

【
人
権
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
岡
崎
地
区
大
会
】

入

選

今

田

凪

咲

【
明
る
い
選
喜
翌
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
＿

入

選

鈴

木

愛

子

四
月
九
日

一
九
日

二
六
日

五
月
一
日

一
五
日

六
月
四
日

――

日

一
八
日

ニ
八
日

七
月
八
日

一
八
日

八
月
二
七
日

九
月
―
―
日

十
月
一
日
八
日

――

日

十
一
月
一
日

一
四
日

十
二
月
九
日

一
七
日

二
三
日

一
月

七

日

一
三
日

二
―
日

二
二
日

二
月一

0
日

三
月
六
日

―
一
日

一
三
日

ニ
四
日

新
任
式
始
業
式

授
業
参
観

中
学
校
総
合
体
育
大
会
＼

―
-
日

絵
を
か
く
会

中
間
テ
ス
ト
＼

一
六
日

授
業
参
観
部
活
動
参
観
懇
談
会

三
年
修
学
旅
行
＼

一
三
日

期
末
テ
ス
ト
S
二
0
日

市
長
杯
＼

一三
日

保
護
者
会

s
10
日

一
学
期
終
業
式

二
学
期
始
業
式

中
間
テ
ス
ト
＼

―
二
日

新
人
戦
＼
四
日

体
育
大
会

一
部

体
育
大
会
二
部

美
中
祭

期
末
テ
ス
ト
＼

一
八
日

保
護
者
会
＼

―
-
日

長
距
離
走
大
会

二
学
期
終
業
式

三
学
期
始
業
式
校
内
書
き
初
め
会

学
校
公
開
日

三
年
生
保
護
者
会
＼
二
三
日

一
年
ス
キ
ー
研
修
S
二
四
日

学
年
末
テ
ス
ト
＼
一三
日

卒
業
式

-
．
二
年
生
保
護
者
会
＼
―
二
日

二
年
生
立
志
の
式

・
進
路
説
明
会

修
了
式

入
学
式

柚
芽
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一
歩
ず
つ

限
界
の
そ
の
先
へ

男

子

陸

上

部

徳

田

心

僕
た
ち
陸
上
部
は
一
人
一
人
が
ベ
ス
ト
の

更
新
を
目
指
し
て
、
日
々
練
習
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
仲
間
の
応
援
は
も
ち
ろ
ん
、
礼

儀
な
ど
も
含
め
て
、
常
に
限
界
の
そ
の
先
を

目
指
し
て
努
力
を
重
ね
て
い
ま
す
。

地
味
に
地
道
に

女

子

陸

上

部

今

泉

愛

羅

陸
上
部
女
子
は
、
部
の
目
標
で
あ
る
個
人

ベ
ス
ト
8
を
目
指
し
、
日
頃
か
ら
先
の
こ
と

を
考
え
て
行
動
に
移
し
、
厳
し
い
練
習
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
仲
間
と
共
に
高
め
合
い

な
が
ら
、
全
員
で
頑
張
れ
る
チ
ー
ム
で
す
。

野

球

部

甲

斐

亮

成

僕
た
ち
野
球
部
は
、
日
々
の
練
習
で
こ
っ

こ
っ
と
努
力
を
積
み
重
ね
、
技
術
を
身
に
付

け、

一
歩
ず
つ
目
標
に
向
か
っ
て
い
ま
す
。

仲
間
と
共
に
実
力
を
付
け
て
い
け
る
よ
う
、

頑
張
っ
て
い
ま
す
。

新
た
な
ス
ポ
ー
ツ
に
挑
戦

男
子
ハ
ン
ド
部
志
水
颯
心

僕
た
ち
岡
崎
C
E
N
T
R
A
L
は
、
ブ
ロ
ッ

ク
部
活
動
に
な
り
、
美
川
中
の
仲
間
だ
け
で

i
 

な
く
、
多
く
の
人
と
関
わ
る
機
会
が
増
え
ま

し
た
。
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
を
知
ら
な
く
て
も
、

僕
た
ち
と
楽
し
く
練
習
を
し
ま
し
ょ
う
。

目
標
に
向
か
っ
て

女
子
ハ
ン
ド
部
松
尾
碧
雛

私
た
ち
は
昨
年
の
夏
か
ら
「
岡
崎
A
L
L
」

と
し
て
活
動
を
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
チ
ー

ム
で
決
め
た
「
県
大
会
出
場
」
の
目
標
に
向

か
っ
て
日
々
練
習
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
を
「
楽
し
む
」
気
持
ち
も
忘

れ
ず
、
チ
ー
ム
一
丸
と
な
っ
て
活
動
し
て
い

き
ま
す
。

百
花
饒
乱

女
子
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部
生
駒
衣
都

私
た
ち
は
、
互
い
に
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
合

い
な
が
ら
取
り
組
み
、
仲
間
と
と
も
に
全
力

で
活
動
し
て
い
ま
す
。
個
人
戦
・
団
体
戦
そ

れ
ぞ
れ
で
目
標
を
達
成
で
き
る
よ
う
に
、
礼

儀
を
大
切
に
し
て
頑
張
り
ま
す
。

仲
間
と
と
も
に

男
子
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部
近
藤
海
斗

テ
ニ
ス
は
、
ペ
ア
と
協
力
し
、
ラ
リ
ー
を

続
け
て
相
手
に
競
り
勝
っ
た
り
、
よ
い
サ
ー

ブ
を
打
て
た
り
す
る
と
達
成
感
を
感
じ
ま
す
。

そ
ん
な
達
成
感
を
得
ら
れ
る
よ
う
に
、
学
年

関
係
な
く
、
仲
間
と
練
習
に
励
ん
で
い
ま
す
。

最
後
ま
で
全
力
で

男

子

卓

球

部

白

石

学

僕
た
ち
は
、
先
輩
と
後
輩
の
分
け
隔
て
な

く
、
日
々
練
習
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
予

選
突
破
を
目
標
に
、
チ
ー
ム
一
丸
と
な
っ
て

最
後
ま
で
諦
め
ず
、
全
力
で
戦
い
抜
け
る
よ

う
、
日
々
練
習
に
励
ん
で
い
ま
す
。

一
球
入
魂女
子
卓
球
部
三
輪
奈
音
乃

私
た
ち
は
「
一
球
入
魂
」
の
目
標
の
も
と
、

チ
ー
ム
一
丸
と
な
り
、
一
球
一
球
を
大
切
に

し
て
練
習
に
励
ん
で
い
ま
す
。
技
術
面
は
も

ち
ろ
ん
、
礼
儀
や
感
謝
の
気
持
ち
も
忘
れ
ず
、

心
を
込
め
て
活
動
し
て
い
き
ま
す
。

心
を
一
っ
に
男
子
バ
ス
ケ
部
廣
永
航
都

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
は
、
仲
間
と
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
た
く
さ
ん
と
っ
て
い

る
の
で
、
明
る
い
雰
囲
気
で
活
動
し
て
い
ま

す
。
目
標
は
、
西
三
大
会
出
湯
で
す
。
全
員

の
心
を
一
っ
に
し
て
、
頑
張
り
ま
す
。

一
人
一
人
が
輝
け
る
部
活
に

女
子
バ
ス
ケ
部
大
竹
あ
の
ん

私
た
ち
は
、
「

FIRE---明
る
＜
強
く
燃
え

続
け
ろ

S
」
と
い
う
目
標
を
掲
げ
、
炎
の
よ

う
に
明
る
＜
、
熱
い
気
持
ち
を
も
っ
て
、
楽

し
く
練
習
に
励
ん
で
い
ま
す
。
一
人
一
人
が

輝
け
る
よ
う
、
チ
ー
ム
全
員
で
頑
張
り
ま
す
。

全
員
バ
レ
ー
でバ

レ

ー

部

星

野

優

月

私
た
ち
は
、
西
三
大
会
出
湯
を
目
標
に
し
、

練
習
や
練
習
試
合
を
積
み
重
ね
、
技
術
を
磨

い
て
い
ま
す
。
練
習
や
試
合
中
で
も
笑
顔
で
、

感
謝
の
気
持
ち
を
大
切
に
し
な
が
ら
チ
ー
ム

本
年
度
か
ら
、
ハ
ン
ド
ク
ラ
フ
ト
部
が

創
設
さ
れ
ま
す
。

仲
間
と
共
に
音
楽
を

吹

奏

楽

部

成

川

愛

花

吹
奏
楽
部
は
み
ん
な
で
―
つ
で
す
。
目
標

の
東
海
大
会
出
湯
を
達
成
さ
せ
る
た
め
に
、

自
分
か
ら
行
動
す
る
こ
と
を
意
識
し
、
学
年

関
係
な
く
全
員
で
高
め
合
い
、
部
員
一
丸
と

な
っ
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

作
品
と
向
き
合
う造

形

部

山

下

結

衣

私
た
ち
造
形
部
は
、
作
品
コ
ン
ク
ー
ル
や

美
中
祭
に
向
け
て
、
風
景
画
を
描
い
た
り
読

書
感
想
画
を
描
い
た
り
な
ど
、
自
分
の
画
力

を
高
め
な
が
ら
活
動
し
て
い
ま
す
。
部
活
動

中
は
黙
々
と
作
品
と
向
き
合
い
、
描
き
終

わ
っ
た
後
は
、
仲
間
と
作
品
の
感
想
を
伝
え

合
う
楽
し
い
部
活
動
で
す
。

好
き
に
勝
る
も
の
は
な
い

メ
デ
ィ
ア
部
小
林
由
季

メ
デ
ィ
ア
部
は
学
年
問
わ
ず
仲
が
良
く
、

明
る
＜
活
気
あ
ふ
れ
る
部
活
で
す
。
ま
た
、

パ
ソ
コ
ン
を
使
い
自
分
の
個
性
や
好
き
な
こ

と
を
伸
ば
せ
ま
す
。
一
人
一
人
の
や
り
た
い

こ
と
を
大
切
に
し
て
、
一
生
懸
命
励
み
ま
す
。

一
丸
と
な
っ
て
練
習
に
励
ん
で
い
ま
す
。
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市
川
柚
芽
（
会
長
）

私
は
今
よ
り
も
、
「
自
由
で
楽
し
い
学
校
」

を
目
指
し
、
今
ま
で
に
な
か
っ
た
新
し
い
こ

と
を
た
く
さ
ん
始
め
て
い
き
た
い
で
す
。
美

中
生
全
員
で
意
見
を
出
し
合
い
、
新
し
い
美

川
中
を
創
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

甲
斐
亮
成
（
副
会
長
）

僕
は
、
美
中
生
全
員
で
協
力
し
て
快
適
で

楽
し
く
過
ご
せ
る
よ
う
な
学
校
を
創
っ
て
い

き
た
い
で
す
。
そ
の
た
め
に
、
皆
さ
ん
の
意

見
を
た
く
さ
ん
取
り
入
れ
て
よ
く
し
て
い
き

ま
す
。
半
年
間
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

中
根
希
翠
（
副
会
長
）

私
は
美
川
中
の
み
ん
な
が
特
技
や
個
性
を

伸
ば
せ
る
よ
う
な
学
校
を
創
っ
て
い
き
た
い

で
す
。
実
現
の
た
め
に
皆
さ
ん
が
学
校
で
活

躍
で
き
る
場
を
作
り
ま
す
。
全
力
で
活
動
す

る
の
で
、
半
年
間
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

白
石
学
（
執
行
委
員
）

僕
は
、
美
川
中
学
校
の
生
徒
全
員
で
笑
顔

に
な
れ
る
よ
う
な
学
校
を
創
っ
て
い
き
ま

す
。
そ
の
た
め
に
、
生
徒
一
人

一
人
の
こ
と

を
考
え
、
活
動
し
て
い
き
ま
す
。
半
年
間
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

一
~
期
生
徒
会
役
員

｀
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0
ゃ
‘
e
—ヽ
ー、

し

、

t
>ーり，
t

劃

力を合わせて頑張ります

近
藤
大
靖
（
執
行
役
員
）

僕
は
、
美
中
生
全
員
が
自
分
か
ら
動
く
こ

と
が
で
き
る
「
自
主
性
」
の
あ
る
学
校
を
創
っ

て
い
き
た
い
で
す
。
そ
の
た
め
に
、
様
々
な

視
点
で
物
事
を
と
ら
え
、
根
気
強
く
活
動
し

て
い
き
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

綴
織
晴
（
執
行
役
員
）

私
は
み
ん
な
が
自
分
ら
し
く
、

一
人
一
人

の
個
性
を
発
揮
で
き
る
美
川
中
を
創
り
た
い

で
す
。
そ
の
た
め
に
、
学
校
生
活
や
行
事
で

は
、
様
々
な
「
得
意
」
を
活
か
せ
る
機
会
を

つ
く
り
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

酒
井
夢
空
（
執
行
役
員
）

私
は
、
美
川
中
の
行
事
を
さ
ら
に
発
展
さ

せ
、
そ
の
行
事
が
一
生
の
宝
物
に
な
る
よ
う

に
し
て
い
き
た
い
で
す
。
そ
の
た
め
に
、
今

ま
で
と
は
違
う
こ
と
に
た
く
さ
ん
挑
戦
し
、

新
し
い
美
川
中
を
創
り
上
げ
て
い
き
ま
す
。
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一
置

謳纏

｀ F組
～スタート！～

3年生
～桜の木の下でお弁当～

2年生
～学級開き～

野
間
口

藤
中
宮
川

涼
空蓮結

、1
漏
生
紐
苓
陸
頃
長
S
学
榜
支
え
ま
す

議
長
…
…
…
…
…
生
駒
衣
都
（
三
の
二
）

生
活
委
員
長
…
…
榊
原

里
音

（三
の
五
）

緑
化
委
員
長
…
…
斎
藤
仁
衣
弥
（
三
の
五
）

環
境
委
員
長
…
…
成
川
愛
花
（
三
の
三
）

保
健
委
員
長
…
…
藤
井
海
斗
（
三
の
二
）

体
育
委
員
長
…
…
森
山
東
馬
（
三
の
三
）

文
化
委
員
長
…
…
筒
井
菜
央
（
三
の
五
）

給
食
委
員
長
…
…
錦
戸

天
輝
（
三
の
五
）

交
通
委
員
長
…
・
：
日
比
野
航
大
（
三
の
一
）

放
送
委
員
長
…
…
小
林
由
季
（
三
の
四
）

図
書
委
員
長
：…・
倉
橋

桔

平

（三
の
五
）

9心
’臼
ー
ス
を
ま
と
め
ま
す

一
の

一

鈴

木

寛

大

二

酒

井

亮

弥

三

本

多

翔

四

ァ
ギ
レ
リ
ュ
ウ
ジ
ン

五

浦

野

奏

空

二
の

一

平

田

杜

朝

二

鹿

嶋

博

之

三

小

嶋

一

学

四

中

根

丈

維

五

原

脩

裕

三

の

一

稲

葉

丈

凌

二

梶

野

愛

翔

三

志

水

颯

心

四

宮

崎

陽

太

五

三

輪

緒

大

ひ
ま
わ
り
学
級

七

・
十

一
組

八
・
十
二
組

九
・
十
組

城

所

侑

里

山

田

批

奈

川

本

玲

石

原

双

葉

石

原

慈

子

山

本

桜

吉

田

彩

鈴

木

愛

子

須

場

日

葵

深

谷

日

陽

田
中
恵
依
奈

生

駒

衣

都

荻

野

七

海

田

中

伊

織

加

納

明

依
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※
右
か
ら
順
番
に
記
載

令
和
七
年
度
は
こ
の
六
名
で
ス
タ
ー
ト
し

ま
す
。
生
徒
の
思
い
に
寄
り
添
い
、
保
護
者
と
先

生
が

一
緒
に
な
っ
て
活
動
で
き
る
よ
う
話
し

合
い
、
様
々
な
取
り
組
み
に
チ
ャ

レ
ン
ジ
し

て
い
き
ま
す
。

副

会

長

本

多

か

お

る

会

計

今

井

俊

輔

会

長

近
藤
佳
代
子

副

会

長

天

野

貴

文

会

計

監

査

平

田

華

代

副

会

長

斎

藤

孝

志
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全

長
｀

＇ー'i

今
年
度
の

P
T
A
役
員
の
方
々

＼
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
＼

生
徒
の
笑
顔
が
学
校
に
広
が
り
、
誰
も
が

幸
せ
に
な
れ
る
よ
う
な
新
し
い
方
法
を
考
え
、

六
名
で
活
動
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

＼
お
つ
か
れ
さ
ま
で
し
た

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
＼

※
右
か
ら
頻
爵
に
記
載

会

計

佐

藤

裕

子

副

会

長

石

橋

良

彦

副

会

長

近

藤

佳

代

子

会

長

五
十
嵐
康
仁

副

会

長

小

林

裕

子

会

計
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空き家と

固定資産税に l1l 

裏家の相続でお悩みでは琴 ~ 

ついて知りたし〗言て

終活ノート

家族信託って
どういうことか
聞きたい！

？ 
~~if <、. [';_; 

なぜ相続
トラプルは
起きるの？

エンディング
ノートって？

IBI罰・

RH胃噌、

1 o : o o ,,,,,,,,,, 1 1 : o:Q 
高年者センター岡崎

（とはなす岡崎） 2階集会室
住所：岡崎市美合町字下長根2-1

n0564-55-8399 
高年者センター地域包括支援センター
受付時間：8: 30,_, 1 7: 1 5【日曜休み】

I ．． 
参加費
無料！

先着

30名様限定！

u.l 
ロ

｀ 
~ 受付中！

セミナー後個別相談会開催

●司法書士（岡崎市羽根町）

池田千恵先生（いけだちえ）

〇 相続相談セミナー
■E3時：令和7年8月29日（金） 10:00-11 :00 
■甥所：高年者センター岡崎（とはなす岡崎） 2階集会室

1相続トラブルは富裕層ではない、｀

遺産額における事件数割合

家庭裁判所における遺産分割件数の割合は、

遺産額

5,000万円以下が75%

一般的な家庭で起きているんです！！

麗伍欝瀾
＇株式会社SYSTA
相続診断士 ・不動産終活士
宅地纏物取引士 ・2級蘊築士

やすだしゅういちろう

安田秀一郎■ 1,000万円以下 ■ 5,000万円以下 ■1億円以下
■5億円以下 ■5億円越 不明

解決す孟塁i名名塁安+irt~閑しのか？ ） （ そもそも不動壼の相続がよく分からない？ ）
そんな疑問に豊富な知識と実績で最適なアドバイスをさせていただきます。

株式会社SYSTAの安田です。昨今多くの人が不動

産相続への不安を抱えています。そのような不安

を少しでも軽くできればと思っています．

またこのセミナーが皆様のお悩みを解決するひとつ

のきっかけになってほしいと思っています．

|― 竺；討琶悶字塁苔竺烈慧寇盆センター I 



j尋とはなす岡崎o::疇
ー 一ー とはなオ岡崎7月

1 火 AMきらりシニア塾(6月受付分） lhんな ‘ *'"~ 干アダンス ｀2 水 見に来てね
／場所：2階集会室 。

,.) し.. 
” ． 

開催日時：7月12日（土）
． 
゜4 金

ちびっ子解放；~\~~兌5 土 13時30分~14時10分

6 日

や
多量代交董イベント (j 7 月 きらりシニア塾受付
ちびっこ夏害つり

8 火
場所：2階集会室， 水 寺子屋南・東部受付

10 木
開催日時： 7月16日（水） 10時r.J11時
申し込み： 3歳以下の未就学児の親子 20組

11 金 寺子屋りぶら受付 .. 可天た~っ烹.... た>'tクー3沖00>C零1'l虹-品...訳モ.. ― 女お手伝いしてくださる大人のかた10名

12 土
キッズチアダンス ※6月23日（月）～ 直接または電話
こども食堂あーぶく

13 日 瓢 さ`いさ脳トレ紺揖講座
14 月 霧輯体騒会会室、~•; 
15 火

場所：2階集 " 
16 水 匹っこ夏まつ.. 開催日時：7月22日（却 ぶ
17 木

？ぉ盲子■欅•の—欝鰍•a拿砂ての 12時30分~1
18 金 申し込み：先着30名直接または電話

19 土 ちびっ子解放日 --=--

20 日 元気Iヽツヲツ出張潤定
21 月 海の日 開催日時： 7月24日（木）

22 火 いきいき脳トレ体操無料体験会 内容：カラダスキャ1肪］時体、3組BM0分成I、測~基定1 礎5時代~譲・・石 一

23 水 ・血圧測定

24 木 PM元気ハツラツ出張測定 （体璽、体脂

AMきらりシニア塾 (7/7受付分）
内臓脂肪レベル、皮下脂肪骨格筋）

25 金
夏休み書道教室

26 土
誕 ヽ学生対象夏休みの直チャレンジ

27 日 ~ 一ー心・~Xr ~ -Jt如人-ものだてかxけきた-----食まはせ堂←~言i-ヽ名 夏休叶書道教室
＇ 

28 月 日時： 7月25日（金） 14時30分"-J16時30分

29 火
場所： 1階研修室

~ ． ， 持ち物：●道道具
30 水 こどもだけ食堂 申し込み： 7月1日～ 先善10名

31 木
直接または電話

【発行】とはなす岡崎（高年者センター） （所在地：美合町字下長根2番地1 電話：0564-55-0116) 

開館時間 ：9時-1 7時休館日：日曜日、祝日（敬老の日は開館） 、12月29日--1月3日


